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お
山
開
き
大
祭
の
、
そ
の
時
が

近
づ
き
ま
し
た
。

　

「
マ
ン
ボ
ウ
」
が
全
国
解
除
さ

れ
て
早
や
一
月
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
。
解
除
＝
安
心
、
で
は
無
い

事
は
充
分
に
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
ろ
そ
ろ
日
常
を
取
り
戻
す
べ
き

時
が
来
た
、
そ
の
よ
う
に
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ま
す
。

　

お
山
開
き
大
祭
も
そ
の
体
制
を

通
年
の
七
割
ほ
ど
に
は
戻
し
て
ゆ

き
た
い
。
そ
し
て
霊
峰
石
鎚
の
神

様
の
御
祭
儀
を
厳
粛
に
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

百
年
ほ
ど
前
に
流
行
っ
た
「
ス

ペ
イ
ン
風
邪
」
、
そ
の
直
前
に

「
コ
レ
ラ
」
も
国
内
に
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
我
々
の
先

祖
先
輩
は
懸
命
に
戦
い
且
つ
勝
ち

抜
き
、
今
の
時
代
を
私
た
ち
に
繋

い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
の
時

代
は
、
マ
ス
ク
、
ワ
ク
チ
ン
、
消

毒
液
、
情
報
と
、
全
て
が
当
時
よ

り
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
通
年
に
戻
る
こ
と
で

コ
ロ
ナ
禍
も
過
去
の
も
の
に
な
る
、

そ
う
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。　
　
　

宮
司
敬
白
。
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続
い
て
、
浄
階
・
一
級
の
本

庁
辞
令
が
十
亀
興
美
名
誉
宮
司

よ
り
武
智
宮
司
へ
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
（
詳
細
別
ペ
ー
ジ
に
て

記
載
）

　

続
い
て
神
御
衣
が

　

山
口
県　

鐘
ヶ
淵
教
会

　

香
川
県　

讃
岐
神
大
遙
拝
所

　

高
知
県　

土
佐
野
市
遙
拝
所

へ
そ
れ
ぞ
れ
下
付
。

今
回
の
神
御
衣
は

　

大
阪
府

　
　
　
　

矢
野　

棟
子
氏

　

新
居
浜
市

　
　
　
　

大
西   

彌
太
郎   

元
老

の
お
二
方
よ
り
ご
奉
納
頂
き
ま

し
た
。

そ
の
後
辞
令
伝
達
（
詳
細
別
ペ
ー

ジ
に
て
記
載
）
、
祝
電
披
露
の
後
、

御
神
像
拝
戴
が
行
わ
れ
、
向
拝
に

て
西
田
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る

獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
例
大
祭
も
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て

の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
信
徒

の
皆
様
方
に
大
神
様
へ
の
篤
き

崇
敬
の
念
を
捧
げ
て
頂
き
ま
し

た
こ
と
は
、
次
に
控
え
る
御
山

開
き
や
秋
季
例
大
祭
に
向
け
て

邁
進
し
て
い
く
為
の
大
き
な
支

え
に
な
り
ま
し
た
。

　

無
事
に
例
大
祭
を
斎
行
出
来

ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
、
感
染
症
の

一
日
も
早
い
終
息
を
ご
祈
念
致

し
ま
し
て
、
春
季
例
大
祭
の
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記　

出
仕　

鴨
頭

（
御
芳
名
は
全
て
順
不
同
で
す
）

四
月
五
日　

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭
さ
く
ら
祭　

併

　
　
　
　
　
　

疫
病
鎮
静
祈
願
祭　

厳
粛
裡
に
斎
行

確
保
の
た
め
消
毒
液
、
検
温
器

を
設
置
、
殿
内
を
換
気
し
、
感

染
の
予
防
を
徹
底
す
る
中
で
の

祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
満

開
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
全
国

各
地
か
ら
約
百
名
の
信
徒
の
皆

様
の
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
午

前
十
時
よ
り
祭
典
を
斎
行
。

　

開
式
太
鼓
の
後
、
神
御
衣
の

献
上
撤
下
が
奉
ら
れ
、
武
智
宮

司
が
祝
詞
を
奏
上
、
神
恩
感
謝
、

感
染
症
の
鎮
静
化
、
五
穀
豊
穣

と
国
家
の
安
泰
、
世
界
の
平
和

を
祈
願
し
ま
し
た
後
、
宮
司
先

導
の
も
と
祭
員
、
参
列
者
一
同

に
て
大
祓
詞
一
巻
を
斉
唱
。

続
い
て
巫
女
が
浦
安
の
舞
を
奉

納
、
西
田
獅
子
舞
保
存
会
に
よ

る
獅
子
舞
の
奉
納
の
後
、
宮
司
、

参
列
者
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
、

今
日
の
日
を
お
祝
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
事

を
祈
願
し
て
厳
粛
に
祭
典
を
終

了
致
し
ま
し
た
。

　

去
る
四
月
五
日
（
火
）
、
石

鎚
神
社
口
之
宮
本
社
御
本
殿
に

於
い
て
、
石
鎚
神
社
春
季
例
大

祭
・
さ
く
ら
祭
が
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
季
例
大
祭
に
お
い

て
も
新
型
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
神
輿
渡
御
、
御
旅
所
祭
を

は
じ
め
、
餅
投
げ
、
お
茶
席
、

直
会
な
ど
の
神
賑
行
事
並
び
に

催
事
を
致
し
方
な
く
休
止
し
、

ご
参
列
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
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石
鎚
神
社　

武
智
正
人
宮
司
が
、
三
月
一
日
付
を
以
て
神
社
本
庁

よ
り
神
職
階
位
「
浄
階
」
・
神
職
身
分
「
一
級
」
を
拝
受
さ
れ
た
。

伝
達
式
は
三
月
二
十
四
日
、
東
京
・
神
社
本
庁
に
て
厳
粛
な
中
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　

神
職
の
階
位
は
浄
階
を
始
め
、
明
階
・
正
階
・
権
正
階
・
直
階
。

神
職
の
身
分
は
特
級
を
始
め
、
一
級
・
二
級
上
・
二
級
・
三
級
・
四

級
と
さ
れ
て
い
る
。
浄
階
は
神
職
階
位
の
最
高
位
で
あ
り
、
一
級
は

特
級
に
次
ぐ
神
職
身
分
で
あ
る
。

　

愛
媛
県
内
の
神
職
総
数
は
四
四
五
名
。
内
、
浄
階
一
級
は
四
名
。

特
級
は
二
名
。
内
の
一
名
は
十
亀
興
美
、
石
鎚
神
社
名
誉
宮
司
で
あ
る
。

尚
、
左
記
日
時
に
て
奉
告
祭
を
斎
行
、
且
つ
ご
披
露
を
申
し
上
げ
た
。

　

奉
告
祭　

四
月
四
日　

十
五
時　
　
　
　

本
社
御
本
殿

　

ご
披
露　

四
月
五
日　

春
季
例
大
祭
後　

本
社
御
本
殿

　

右
、
栄
誉
は
石
鎚
大
神
の
ご
神
慮
、
氏
子
先
達
信
徒
の
ご
支
援
、

同
時
に
職
員
と
先
祖
、
家
族
の
お
か
げ
と
宮
司
は
感
謝
し
て
い
る
と

共
に
、
宮
司
自
身
の
今
日
ま
で
の
努
力
に
よ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
。

　

こ
の
度
の
栄
誉
を
皆
様
と
共
に
お
祝
い
申
し
上
げ
、
今
後
益
々
ご

健
康
に
て
、
斯
界
発
展
の
為
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
す
る
次
第
で
す
。

記　

権
宮
司　

十
亀

  

石
鎚
神
社　

武
智
正
人　

宮
司　

略
歴

昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
学　

神
道
学
科　

卒
業

　
　
　
　
　
　
　

神
職
階
位　

明
階　

拝
受

昭
和
五
十
九
年　

滋
賀
県　

阿
賀
神
社　

奉
職

昭
和
六
十
年　
　

石
鎚
神
社　

禰
宜　

就
任

平
成
七
年　
　
　

石
鎚
神
社　

権
宮
司　

就
任

平
成
十
四
年　
　

神
職
身
分
二
級　

拝
受

平
成
十
八
年　
　

杉
尾
神
社　

宮
司
（
兼
務
）　

就
任

平
成
二
十
二
年　

神
職
身
分
二
級
上　

拝
受

平
成
二
十
七
年　

石
鎚
神
社　

宮
司　

就
任

　
　
　
　
　
　
　

石
鎚
本
教　

管
長　

就
任

平
成
二
十
八
年　

愛
媛
県
神
社
庁　

理
事　

就
任

令
和
四
年　
　
　

神
職
階
位　

浄
階　

拝
受

　
　
　
　
　
　
　

神
職
身
分　

一
級　

拝
受

　

こ
の
度
の
拝
受
は
全
て
、
石
鎚
大
神
様
の
賜
物
と
、
氏
子
先
達
信

徒
皆
様
の
お
陰
、
職
員
と
先
祖
家
族
の
お
陰
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

身
に
余
る
拝
受
の
栄
に
浴
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
一
層
の
精

進
を
決
意
す
る
所
存
で
す
。

　

既
に
御
神
徳
と
皆
様
か
ら
の
ご
恩
を
頂
戴
し
た
故
の
拝
受
で
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
上
の
御
祝
意
は
固
く
ご
辞
退
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

何
卒
ご
寛
容
く
だ
さ
い
ま
す
様
、
伏
し
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司
敬
白

石
鎚
神
社

　
　
功
労
章
銀
之
笏

石
鎚
本
教

　
　
権
中
教
正

　
　
　
　
　
　
拝
受

（
令
和
四
年
四
月
五
日
発
令
）

有
功
神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

少
教
正

大
阪
教
会　

教
会
長

湊　

喜
美
子

　

平
成
二
十
年
よ
り
大
阪
教
会
教
会

長
に
就
任
、
本
年
令
和
四
年
に
教
会

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
、
昨
秋
、
祖

霊
殿
の
向
拝
床
を
改
修
奉
納
、
石
灯

籠
多
数
奉
納
す
る
。
石
鎚
本
教
教
会

聨
合
会
副
会
長
拝
命
、
石
鎚
敬
神
婦

人
会
元
会
長
。

石
鎚
本
教

　
　
権
大
教
正

　
　
　
　
　
　
拝
受

（
令
和
四
年
四
月
五
日
発
令
）

功
労
章
銀
笏

元
老
大
顧
問

中
教
正

大
阪
周
布
教
会　

教
会
長

湊　

照
彦

　

平
成
十
八
年
大
阪
周
布
教
会
長
に

就
任
。
当
教
会
と
共
に
大
阪
教
会
の

布
教
教
導
に
も
尽
力
、
平
成
十
八
年

に
石
鎚
本
教
理
事
拝
命
、
平
成
二
十

三
年
石
鎚
神
社
常
務
総
代
を
拝
命
。

石
鎚
神
社

　
　
備
後
崇
敬
組
合
長

　
　
石
鎚
神
社
総
代

石
鎚
本
教

　
　
備
後
教
区
長

　
　
石
鎚
本
教
評
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
就
任

（
令
和
四
年
四
月
一
日
発
令
）

元
老
大
顧
問

権
大
講
義

西
原　

善
久

　

備
後
崇
敬
組
合
蔵
王
教
会
所
属
、

広
島
県
備
後
地
区
の
信
徒
の
ご
代
表

で
あ
る
、
崇
敬
組
合
長
、
併
せ
石
鎚

神
社
総
代
に
就
任
、
同
時
に
石
鎚
本

教
の
備
後
教
区
長
、
石
鎚
本
教
評
議

員
に
就
任
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

四
月
一
日
付

組
合
長　

西
原　

善
久

元
老
大
顧
問

　

去
る
三
月
二
十
八
日
、
備
後
崇
敬

組
合
総
会
が
書
面
会
議
に
て
開
催
さ

れ
、
事
業
実
施
報
告
や
会
計
報
告
、

事
業
実
施
計
画
や
予
算
案
な
ど
を
審

議
。
併
せ
木
村
組
合
長
の
体
調
不
良

に
よ
り
、
役
員
改
選
案
も
審
議
さ
れ
、

組
合
役
員
総
数
五
十
六
名
中
四
十
三

名
の
賛
成
多
数
を
得
て
西
原
善
久
元

老
大
顧
問
が
新
組
合
長
に
就
任
さ
れ

た
。

　

西
原
新
組
合
長
の
も
と
、
備
後
崇

敬
組
合
の
御
山
開
き
大
祭
御
神
像
奉

持
を
始
め
、
諸
行
事
等
益
々
発
展
さ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

春
季
例
大
祭
　
辞
令
発
令

備
後
崇
敬
組
合

西
原
新
組
合
長
就
任

石
鎚
神
社
武
智　

正
人　

宮
司　
　

　

神
社
本
庁
よ
り
浄
階
一
級　

拝
受

令
和
四
年
三
月
一
日
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石
鎚
神
社　

武
智
正
人
宮
司
が
、
三
月
一
日
付
を
以
て
神
社
本
庁

よ
り
神
職
階
位
「
浄
階
」
・
神
職
身
分
「
一
級
」
を
拝
受
さ
れ
た
。

伝
達
式
は
三
月
二
十
四
日
、
東
京
・
神
社
本
庁
に
て
厳
粛
な
中
に
執

り
行
わ
れ
た
。

　

神
職
の
階
位
は
浄
階
を
始
め
、
明
階
・
正
階
・
権
正
階
・
直
階
。

神
職
の
身
分
は
特
級
を
始
め
、
一
級
・
二
級
上
・
二
級
・
三
級
・
四

級
と
さ
れ
て
い
る
。
浄
階
は
神
職
階
位
の
最
高
位
で
あ
り
、
一
級
は

特
級
に
次
ぐ
神
職
身
分
で
あ
る
。

　

愛
媛
県
内
の
神
職
総
数
は
四
四
五
名
。
内
、
浄
階
一
級
は
四
名
。

特
級
は
二
名
。
内
の
一
名
は
十
亀
興
美
、
石
鎚
神
社
名
誉
宮
司
で
あ
る
。

尚
、
左
記
日
時
に
て
奉
告
祭
を
斎
行
、
且
つ
ご
披
露
を
申
し
上
げ
た
。

　

奉
告
祭　

四
月
四
日　

十
五
時　
　
　
　

本
社
御
本
殿

　

ご
披
露　

四
月
五
日　

春
季
例
大
祭
後　

本
社
御
本
殿

　

右
、
栄
誉
は
石
鎚
大
神
の
ご
神
慮
、
氏
子
先
達
信
徒
の
ご
支
援
、

同
時
に
職
員
と
先
祖
、
家
族
の
お
か
げ
と
宮
司
は
感
謝
し
て
い
る
と

共
に
、
宮
司
自
身
の
今
日
ま
で
の
努
力
に
よ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
。

　

こ
の
度
の
栄
誉
を
皆
様
と
共
に
お
祝
い
申
し
上
げ
、
今
後
益
々
ご

健
康
に
て
、
斯
界
発
展
の
為
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
す
る
次
第
で
す
。

記　

権
宮
司　

十
亀

  

石
鎚
神
社　

武
智
正
人　

宮
司　

略
歴

昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　

皇
學
館
大
学　

神
道
学
科　

卒
業

　
　
　
　
　
　
　

神
職
階
位　

明
階　

拝
受

昭
和
五
十
九
年　

滋
賀
県　

阿
賀
神
社　

奉
職

昭
和
六
十
年　
　

石
鎚
神
社　

禰
宜　

就
任

平
成
七
年　
　
　

石
鎚
神
社　

権
宮
司　

就
任

平
成
十
四
年　
　

神
職
身
分
二
級　

拝
受

平
成
十
八
年　
　

杉
尾
神
社　

宮
司
（
兼
務
）　

就
任

平
成
二
十
二
年　

神
職
身
分
二
級
上　

拝
受

平
成
二
十
七
年　

石
鎚
神
社　

宮
司　

就
任

　
　
　
　
　
　
　

石
鎚
本
教　

管
長　

就
任

平
成
二
十
八
年　

愛
媛
県
神
社
庁　

理
事　

就
任

令
和
四
年　
　
　

神
職
階
位　

浄
階　

拝
受

　
　
　
　
　
　
　

神
職
身
分　

一
級　

拝
受

　

こ
の
度
の
拝
受
は
全
て
、
石
鎚
大
神
様
の
賜
物
と
、
氏
子
先
達
信

徒
皆
様
の
お
陰
、
職
員
と
先
祖
家
族
の
お
陰
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

身
に
余
る
拝
受
の
栄
に
浴
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
一
層
の
精

進
を
決
意
す
る
所
存
で
す
。

　

既
に
御
神
徳
と
皆
様
か
ら
の
ご
恩
を
頂
戴
し
た
故
の
拝
受
で
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
上
の
御
祝
意
は
固
く
ご
辞
退
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

何
卒
ご
寛
容
く
だ
さ
い
ま
す
様
、
伏
し
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司
敬
白

石
鎚
神
社

　
　
功
労
章
銀
之
笏

石
鎚
本
教

　
　
権
中
教
正

　
　
　
　
　
　
拝
受

（
令
和
四
年
四
月
五
日
発
令
）

有
功
神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

少
教
正

大
阪
教
会　

教
会
長

湊　

喜
美
子

　

平
成
二
十
年
よ
り
大
阪
教
会
教
会

長
に
就
任
、
本
年
令
和
四
年
に
教
会

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
、
昨
秋
、
祖

霊
殿
の
向
拝
床
を
改
修
奉
納
、
石
灯

籠
多
数
奉
納
す
る
。
石
鎚
本
教
教
会

聨
合
会
副
会
長
拝
命
、
石
鎚
敬
神
婦

人
会
元
会
長
。

石
鎚
本
教

　
　
権
大
教
正

　
　
　
　
　
　
拝
受

（
令
和
四
年
四
月
五
日
発
令
）

功
労
章
銀
笏

元
老
大
顧
問

中
教
正

大
阪
周
布
教
会　

教
会
長

湊　

照
彦

　

平
成
十
八
年
大
阪
周
布
教
会
長
に

就
任
。
当
教
会
と
共
に
大
阪
教
会
の

布
教
教
導
に
も
尽
力
、
平
成
十
八
年

に
石
鎚
本
教
理
事
拝
命
、
平
成
二
十

三
年
石
鎚
神
社
常
務
総
代
を
拝
命
。

石
鎚
神
社

　
　
備
後
崇
敬
組
合
長

　
　
石
鎚
神
社
総
代

石
鎚
本
教

　
　
備
後
教
区
長

　
　
石
鎚
本
教
評
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
就
任

（
令
和
四
年
四
月
一
日
発
令
）

元
老
大
顧
問

権
大
講
義

西
原　

善
久

　

備
後
崇
敬
組
合
蔵
王
教
会
所
属
、

広
島
県
備
後
地
区
の
信
徒
の
ご
代
表

で
あ
る
、
崇
敬
組
合
長
、
併
せ
石
鎚

神
社
総
代
に
就
任
、
同
時
に
石
鎚
本

教
の
備
後
教
区
長
、
石
鎚
本
教
評
議

員
に
就
任
。

記　

権
禰
宜　

曽
我
部
洋
輔

四
月
一
日
付

組
合
長　

西
原　

善
久

元
老
大
顧
問

　

去
る
三
月
二
十
八
日
、
備
後
崇
敬

組
合
総
会
が
書
面
会
議
に
て
開
催
さ

れ
、
事
業
実
施
報
告
や
会
計
報
告
、

事
業
実
施
計
画
や
予
算
案
な
ど
を
審

議
。
併
せ
木
村
組
合
長
の
体
調
不
良

に
よ
り
、
役
員
改
選
案
も
審
議
さ
れ
、

組
合
役
員
総
数
五
十
六
名
中
四
十
三

名
の
賛
成
多
数
を
得
て
西
原
善
久
元

老
大
顧
問
が
新
組
合
長
に
就
任
さ
れ

た
。

　

西
原
新
組
合
長
の
も
と
、
備
後
崇

敬
組
合
の
御
山
開
き
大
祭
御
神
像
奉

持
を
始
め
、
諸
行
事
等
益
々
発
展
さ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

春
季
例
大
祭
　
辞
令
発
令

備
後
崇
敬
組
合

西
原
新
組
合
長
就
任

石
鎚
神
社
武
智　

正
人　

宮
司　
　

　

神
社
本
庁
よ
り
浄
階
一
級　

拝
受

令
和
四
年
三
月
一
日
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お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

四
月
五
日

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭

並
び
に
疫
病
鎮
静
祈
願
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本
社
》

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　
　

湊　

喜
美
子

　
　

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

◎
弐
拾
万
円
以
上

　

導
不
動
院
遙
拝
所　

岩
﨑　

光
照

　
　

陸
美
教
会　
　
　

田
窪　

一
善

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　
　

川
津　

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　
　

㈱
浦
松
建
設　
　

浦
松　

大
八

　
　

霊
威
教
会　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

大
分
市　
　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　
　
　

岡
村　

信
一

　
　

東
雲
講
社　
　
　

黒
田　

明
子

　
　

㈲
は
る
希　
　
　

川
渕　

佳
成

　
　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

◎
八
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　
　

越
智　

節
子

◎
七
万
円
以
上

　
　

吉
田
教
会　
　
　

越
智　

汀
祐

◎
六
万
円
以
上

　
　

仲
多
度
郡　
　
　

琴
平
教
会

　

豊
の
国
石
鎚
講
社　

姫
野　

昌
訓

◎
五
万
円
以
上

　
　

西
条
市　
　
　
　

十
亀　

興
美

　
　

呉
市　
　
　
　
　

川
西　

久
美

　
　

下
関
市　
　
　
　

田
辺　

紀
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
賀
子

　
　

㈲
一
色
石
材
工
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色　

章
二

　
　

習
志
野
市　
　
　

木
村　
　

葵

　
　

千
葉
市　
　
　

大
住
元
キ
サ
子

　
　

神
明
遙
拝
所　
　

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

福
岡
市　
　
　
　

竹
下　

観
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
奈

　
　

大
分
石
鎚
教
会
勝
山
遙
拝
所

　
　

福
山
市　
　
　
　

赤
坂
教
会

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　
　

山
田　

春
治

　
　

別
府
市　
　
　
　

浦
松　
　

傳

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手
水
舎
前
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山
開

山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社
司
・

宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力
添
え

を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
に
て
帰

天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し
て

お
り
、
毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、

午
前
十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀

祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
例
大
祭
は
桜
吹
雪
の
中
、
関

係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参
列
を

戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り
し

日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の
数
々

を
顧
み
る
中
に
凛
と
し
た
お
姿
、
ま

た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、
優
し
い

お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か

れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・
教

師
の
皆
様
が
築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志

を
、
ま
た
優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭
神

を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
案
内

御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月
（
毎

月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・
案
内

は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま
す
）
に
命

日
祭
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
あ
り
ま
す
方
は
ご
一

報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案
内

は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と
過
去

三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
た
御
遺
族
の

方
へ
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

以
外
の
御
遺
族
様
も
、
是
非
と
も
御

参
列
戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共

に
御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多
く

の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お
済

み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご
不
明

な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

元
老
大
顧
問

最
高
功
労
章　

金
笏

大
教
正

　
　
　

山
﨑　

茂　

大
人
命

元
老
大
顧
問

有
功　

神
鏡
笏

　
　
　

中
根　

ト
ミ
エ　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

大
教
正

　
　
　

丹
下　

裕　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

少
教
正

　
　
　

中
岡　

辰
弘　

大
人
命

元
老
大
顧
問

　
　
　

江
藤　

義
光　

大
人
命

元
老
顧
問

中
講
義

　
　
　

真
部　

清
水　

大
人
命

元
老
顧
問

権
少
講
義

　
　
　

安
西　

晶
仔　

刀
自
命

元
老

　
　
　

河
合　

操　

大
人
命

大
監
長

　
　
　

戸
次　

正
則　

大
人
命

副
監
長

　
　
　

大
薮　

耕
造　

大
人
命

大
会
長

　
　
　

菊
地　

茂
子　

刀
自
命

（
順
不
同
）

四
月
六
日

　

祖
霊
殿 

春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

四
月
六
日

祖
霊
殿
春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
四
年　

四
月
六
日

　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
四
年　

四
月
六
日

　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

「
預
か
り
賽
銭
」と
は

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
の
三
つ

の
大
祭
に
於
き
ま
し
て
、
期
間
中

に
ご
参
拝
出
来
な
い
信
徒
の
皆
様

が
、
ご
代
表
様
、
お
世
話
人
様
に

代
理
参
拝
を
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
お
賽
銭
を
ご
奉
納
頂
く
事
で
す
。

　

こ
の
「
ご
奉
納
」
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
皆
様
方
に
、
大
神
様
の

ご
神
徳
を
拝
受
し
て
頂
き
た
く
存

じ
ま
す
。

　

各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
ご
代

表
様
は
、御
神
徳
発
揚
の
為
、一
人
で

も
多
く
の
信
徒
皆
様
方
へ
、ご
協
力

を
お
伝
え
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講

社
に
所
属
の
皆
様
方
は
、
ご
代
表

様
、
お
世
話
人
様
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
お
世
話
人
様
が
ご
不
明
な
方

は
、
本
社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

春
季
例
大
祭

　

毎
年
四
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

夏
山
開
き
大
祭

　

毎
年
七
月
一
日
〜
十
日

秋
季
例
大
祭

　

毎
年
十
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

◎
お
供
え
頂
い
た「
預
か
り
賽
銭
」の

初
穂
料
に
よ
り
、大
祭
毎
に
定
め
ら

れ
た
御
神
札
を
お
世
話
人
様
へ
お
預

け
致
し
ま
す
。後
ほ
ど
お
受
け
取
り

い
た
だ
き
、お
祀
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

℡
〇
八
九
七
―
五
五
―
四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七
―
五
五
―
七
二
四
二

第754号 （二ヶ月一回一日発行） 令和４年５月１日石　鎚　社　報 第754号 （二ヶ月一回一日発行） 令和４年５月１日石　鎚　社　報



- ６ -- ７ -

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

四
月
五
日

石
鎚
神
社
春
季
例
大
祭

並
び
に
疫
病
鎮
静
祈
願
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本
社
》

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　
　

湊　

喜
美
子

　
　

大
分
石
鎚
教
会　

江
藤　

秀
人

◎
弐
拾
万
円
以
上

　

導
不
動
院
遙
拝
所　

岩
﨑　

光
照

　
　

陸
美
教
会　
　
　

田
窪　

一
善

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　
　

川
津　

守
秀

　
　

吉
見
教
会　
　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　
　

安
岡
桂
一
郎

　
　

㈱
浦
松
建
設　
　

浦
松　

大
八

　
　

霊
威
教
会　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

大
分
市　
　
　
　

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　
　
　

岡
村　

信
一

　
　

東
雲
講
社　
　
　

黒
田　

明
子

　
　

㈲
は
る
希　
　
　

川
渕　

佳
成

　
　

宇
和
島
市　
　
　

入
江　

伸
明

◎
八
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　
　

越
智　

節
子

◎
七
万
円
以
上

　
　

吉
田
教
会　
　
　

越
智　

汀
祐

◎
六
万
円
以
上

　
　

仲
多
度
郡　
　
　

琴
平
教
会

　

豊
の
国
石
鎚
講
社　

姫
野　

昌
訓

◎
五
万
円
以
上

　
　

西
条
市　
　
　
　

十
亀　

興
美

　
　

呉
市　
　
　
　
　

川
西　

久
美

　
　

下
関
市　
　
　
　

田
辺　

紀
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
賀
子

　
　

㈲
一
色
石
材
工
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色　

章
二

　
　

習
志
野
市　
　
　

木
村　
　

葵

　
　

千
葉
市　
　
　

大
住
元
キ
サ
子

　
　

神
明
遙
拝
所　
　

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

福
岡
市　
　
　
　

竹
下　

観
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
奈

　
　

大
分
石
鎚
教
会
勝
山
遙
拝
所

　
　

福
山
市　
　
　
　

赤
坂
教
会

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　
　

山
田　

春
治

　
　

別
府
市　
　
　
　

浦
松　
　

傳

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

五
千
円
以
上
の
お
初
穂
奉
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
社
手
水
舎
前
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山
開

山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社
司
・

宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お
力
添
え

を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教
師
に
て
帰

天
さ
れ
ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し
て

お
り
、
毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、

午
前
十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀

祭
を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

春
季
例
大
祭
は
桜
吹
雪
の
中
、
関

係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参
列
を

戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り
し

日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の
数
々

を
顧
み
る
中
に
凛
と
し
た
お
姿
、
ま

た
皆
を
導
く
大
き
な
背
中
、
優
し
い

お
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら
御
霊
安
か

れ
と
祈
念
致
し
ま
し
た
。
先
達
・
教

師
の
皆
様
が
築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志

を
、
ま
た
優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭
神

を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

御
案
内

御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月
（
毎

月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・
案
内

は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま
す
）
に
命

日
祭
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
住
所
変
更
あ
り
ま
す
方
は
ご
一

報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案
内

は
新
祭
神
（
合
祀
該
当
者
）
と
過
去

三
年
以
内
に
合
祀
さ
れ
た
御
遺
族
の

方
へ
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

以
外
の
御
遺
族
様
も
、
是
非
と
も
御

参
列
戴
き
、
御
霊
和
め
の
祭
典
を
共

に
御
奉
仕
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多
く

の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お
済

み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご
不
明

な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
無
く

神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

元
老
大
顧
問

最
高
功
労
章　

金
笏

大
教
正

　
　
　

山
﨑　

茂　

大
人
命

元
老
大
顧
問

有
功　

神
鏡
笏

　
　
　

中
根　

ト
ミ
エ　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

大
教
正

　
　
　

丹
下　

裕　

刀
自
命

元
老
大
顧
問

少
教
正

　
　
　

中
岡　

辰
弘　

大
人
命

元
老
大
顧
問

　
　
　

江
藤　

義
光　

大
人
命

元
老
顧
問

中
講
義

　
　
　

真
部　

清
水　

大
人
命

元
老
顧
問

権
少
講
義

　
　
　

安
西　

晶
仔　

刀
自
命

元
老

　
　
　

河
合　

操　

大
人
命

大
監
長

　
　
　

戸
次　

正
則　

大
人
命

副
監
長

　
　
　

大
薮　

耕
造　

大
人
命

大
会
長

　
　
　

菊
地　

茂
子　

刀
自
命

（
順
不
同
）

四
月
六
日

　

祖
霊
殿 

春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

四
月
六
日

祖
霊
殿
春
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
四
年　

四
月
六
日

　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
四
年　

四
月
六
日

　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

預
か
り
賽
銭
の
お
願
い

「
預
か
り
賽
銭
」と
は

　

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教
の
三
つ

の
大
祭
に
於
き
ま
し
て
、
期
間
中

に
ご
参
拝
出
来
な
い
信
徒
の
皆
様

が
、
ご
代
表
様
、
お
世
話
人
様
に

代
理
参
拝
を
お
願
い
し
、
皆
様
方

の
お
賽
銭
を
ご
奉
納
頂
く
事
で
す
。

　

こ
の
「
ご
奉
納
」
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
皆
様
方
に
、
大
神
様
の

ご
神
徳
を
拝
受
し
て
頂
き
た
く
存

じ
ま
す
。

　

各
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
ご
代

表
様
は
、御
神
徳
発
揚
の
為
、一
人
で

も
多
く
の
信
徒
皆
様
方
へ
、ご
協
力

を
お
伝
え
し
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
会
・
遙
拝
所
・
講

社
に
所
属
の
皆
様
方
は
、
ご
代
表

様
、
お
世
話
人
様
に
お
尋
ね
下
さ

い
。
お
世
話
人
様
が
ご
不
明
な
方

は
、
本
社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

春
季
例
大
祭

　

毎
年
四
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

夏
山
開
き
大
祭

　

毎
年
七
月
一
日
〜
十
日

秋
季
例
大
祭

　

毎
年
十
月
四
日
〜
七
日

　
　
　

（
例
大
祭
は
五
日
）

◎
お
供
え
頂
い
た「
預
か
り
賽
銭
」の

初
穂
料
に
よ
り
、大
祭
毎
に
定
め
ら

れ
た
御
神
札
を
お
世
話
人
様
へ
お
預

け
致
し
ま
す
。後
ほ
ど
お
受
け
取
り

い
た
だ
き
、お
祀
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※
預
か
り
賽
銭
の
帳
面
は
、
大
祭

の
約
二
ヶ
月
前
ま
で
に
は
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

石
鎚
神
社
・
石
鎚
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教

℡
〇
八
九
七
―
五
五
―
四
〇
四
四

℻
〇
八
九
七
―
五
五
―
七
二
四
二
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「
祈
り
、
命
蘇
る
」霊
峰
石
鎚
山
の

お
山
開
き
大
祭
が
目
前
に
迫
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

頂
上
社
で
は
頂
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社
専
用
の
御

神
酒
（
一
升
紙
パ
ッ
ク
）
の
ご
奉
納

を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

初
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料　

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　

ご
希
望
の
方
は
下
記
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
登
拝
日
・
郵

送
先
を
ご
記
入
の
上
、
本
社
へ

F
A
X
も
し
く
は
郵
送
に
て
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

大
祭
後
、
お
下
が
り
を
発
送
い
た

し
ま
す
。準
備
の
都
合
上
、
締
切
は

六
月
二
十
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

奉
納
者
の
ご
芳
名
を
頂
上
山
荘

内
に
掲
示
致
し
ま
す
の
で
、
取
り
ま

と
め
て
お
申
し
込
み
の
方
は
、
奉
納

者
全
員
分
の
名
簿
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。尚
、
お
下
が
り
の
発
送
先
も

忘
れ
ず
ご
記
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下
さ
い
。

　

お
山
開
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大
祭
中
、
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上
へ
ご
登
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登
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日
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記
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。

※
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方
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の
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案
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内内内
案
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案案案案案
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納
の
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案
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案
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案案案案案案案
ご
案案

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納
ののののののののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納
ののののののの

奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉奉
納納納納納納納納納納納
ののののののののの

奉
納納
ののののの

御御御御御御
神神神神神神神
酒酒酒酒酒酒
奉奉奉奉奉奉奉

御御
神神神神
酒酒酒酒
奉奉奉

御御御御御御御御御御御御御
神神神神神神神神神神神
酒酒酒酒
奉奉奉奉奉

御
神
酒酒酒酒
奉

御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

お山開き大祭　頂上社　御神酒奉納　申込書 令和　　年　　月　　日

1件（1人）に付き10,000円　　　◎送金方法　①郵便振替　②銀行送金　③現金書留

〒

代表者 氏名 住所

御神酒奉納者名簿

〒

〒

〒

初穂料合計一金　　　　　　　円也

電話番号

電話番号

登拝日

郵送先
（○をお付け下さい）

直送 ・ 代表者へ

直送 ・ 代表者へ

郵送先
（○をお付け下さい）

郵送先
（○をお付け下さい）

登拝日

登拝日

電話番号

氏名

住所

氏名

住所

氏名

住所 直送 ・ 代表者へ

【 御山開き大祭 神事は例年通り 斎行します 】

・御神像御動座　　本社 ⇔ 成就 ⇔ 頂上
・６月３０日、７月１１日、氏子青年団のご奉仕。
・７月　１日、大分、中予、東予の崇敬組合を主体にご奉仕。
・７月１０日、西条周桑、備後の崇敬組合を主体にご奉仕。
・ご希望の方のご奉仕を募り、上記コロナ対策の上、厳粛に斎行します。

◇大祭中の御神像御動座、及び、諸応対　令和４年のみ

◇大祭中の新会符、先達昇進、教師昇進のお申込みは、本社、成就社、土小屋遙拝殿へ。

○頂上社、成就社、土小屋遙拝殿、本社にて、神職、役員、奉仕者を限定し、
　御山開き大祭の神事を、例年通り、厳修します。
○コロナ禍の一日も早い鎮静化と、国家安泰、世界平和、すべての命の幸福を、
　日々、懸命にお祈りします。皆さま、どうぞ、ご一緒にお祈りください。
○７月１日～１５日は、本社境内の、疫病退散「夏越の茅の輪」をご参拝ください。

〔令和４年４月２４日現在。世情により変更する場合があります。〕

ご参拝には、コロナ対策の徹底を！！

７月１日～１０日の間の、平日での分散のご参拝を、
ご代表を選び参拝を託す、石鎚古来の「代参（代理参拝）」をお勧めします。

皆さまの健康と安全を最大限に確保しつつ、神事を例年通り、
厳修することを第一義とします。

自宅検温、マスク着用、手指消毒、会話控え、にご協力ください。

・御神像拝戴　　　頂上社、成就社、土小屋遙拝殿、本社で、通常に斎行します。
・女人禁制　　　　７月１日、厳守します。
・登山切符　　　 登山切符はございませんが、入山者確認の為、必ず、組合窓口へ
　　　　　　　 お立ち寄りください。リボンをお渡しします。
・成就社　組合　　窓口を開設。昇進、新会符等の受付を行います。
・土小屋　組合　　例年通りに開設。同上。
・救護班　　　　　現在、ご奉仕を依頼中です。
・預かり賽銭　　　各所、窓口にて受付します。本社への郵送もお受けします。
・初穂料　　　　　同上。
・御祈祷　　　　　同上。
・お守り、御神札 ［頂上社専用の御神札、お守り］は頂上社、［成就社現参守］は、
　　　　　　　　  成就社のみでの授与です。ご参拝の上、お受けください。
・頂上献酒　　　　現在、受付しています。
・現参之儀　　　　現参守は、現参之儀を受けた方のみに授与します。
・当病平癒祈願祭　成就社にて斎行します。組合長経由にてお申込みください。
・頂上山荘　　　　大祭中の宿泊は休止します。昼食、物販は通常に行います。
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。
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は
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〇
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、
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。
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案
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ごごごごごごごごごごごご
案
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案
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案案
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ののののの
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御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御御
神
酒
奉
納
の
ご
案
内

お山開き大祭　頂上社　御神酒奉納　申込書 令和　　年　　月　　日

1件（1人）に付き10,000円　　　◎送金方法　①郵便振替　②銀行送金　③現金書留

〒

代表者 氏名 住所

御神酒奉納者名簿

〒

〒

〒

初穂料合計一金　　　　　　　円也

電話番号

電話番号

登拝日

郵送先
（○をお付け下さい）

直送 ・ 代表者へ

直送 ・ 代表者へ

郵送先
（○をお付け下さい）

郵送先
（○をお付け下さい）

登拝日

登拝日

電話番号

氏名

住所

氏名

住所

氏名

住所 直送 ・ 代表者へ

【 御山開き大祭 神事は例年通り 斎行します 】

・御神像御動座　　本社 ⇔ 成就 ⇔ 頂上
・６月３０日、７月１１日、氏子青年団のご奉仕。
・７月　１日、大分、中予、東予の崇敬組合を主体にご奉仕。
・７月１０日、西条周桑、備後の崇敬組合を主体にご奉仕。
・ご希望の方のご奉仕を募り、上記コロナ対策の上、厳粛に斎行します。

◇大祭中の御神像御動座、及び、諸応対　令和４年のみ

◇大祭中の新会符、先達昇進、教師昇進のお申込みは、本社、成就社、土小屋遙拝殿へ。

○頂上社、成就社、土小屋遙拝殿、本社にて、神職、役員、奉仕者を限定し、
　御山開き大祭の神事を、例年通り、厳修します。
○コロナ禍の一日も早い鎮静化と、国家安泰、世界平和、すべての命の幸福を、
　日々、懸命にお祈りします。皆さま、どうぞ、ご一緒にお祈りください。
○７月１日～１５日は、本社境内の、疫病退散「夏越の茅の輪」をご参拝ください。

〔令和４年４月２４日現在。世情により変更する場合があります。〕

ご参拝には、コロナ対策の徹底を！！

７月１日～１０日の間の、平日での分散のご参拝を、
ご代表を選び参拝を託す、石鎚古来の「代参（代理参拝）」をお勧めします。

皆さまの健康と安全を最大限に確保しつつ、神事を例年通り、
厳修することを第一義とします。

自宅検温、マスク着用、手指消毒、会話控え、にご協力ください。

・御神像拝戴　　　頂上社、成就社、土小屋遙拝殿、本社で、通常に斎行します。
・女人禁制　　　　７月１日、厳守します。
・登山切符　　　 登山切符はございませんが、入山者確認の為、必ず、組合窓口へ
　　　　　　　 お立ち寄りください。リボンをお渡しします。
・成就社　組合　　窓口を開設。昇進、新会符等の受付を行います。
・土小屋　組合　　例年通りに開設。同上。
・救護班　　　　　現在、ご奉仕を依頼中です。
・預かり賽銭　　　各所、窓口にて受付します。本社への郵送もお受けします。
・初穂料　　　　　同上。
・御祈祷　　　　　同上。
・お守り、御神札 ［頂上社専用の御神札、お守り］は頂上社、［成就社現参守］は、
　　　　　　　　  成就社のみでの授与です。ご参拝の上、お受けください。
・頂上献酒　　　　現在、受付しています。
・現参之儀　　　　現参守は、現参之儀を受けた方のみに授与します。
・当病平癒祈願祭　成就社にて斎行します。組合長経由にてお申込みください。
・頂上山荘　　　　大祭中の宿泊は休止します。昼食、物販は通常に行います。
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本殿にて記念写真 毎朝の禊ぎ

　

第
七
十
二
回
を
数
え
ま
す
石
鎚
本

教
所
属
教
師
講
習
会
を
本
年
八
月
二

十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
日
程
に
て

開
催
致
し
ま
す
。

　

「
先
ず
は
、
正
坐
が
出
来
て
足
腰

し
っ
か
り
し
て
い
る
方
を
対
象
」
。

主
た
る
講
義
内
容
は
「
基
礎
作
法
と

神
前
奉
仕
の
心
得
、
更
に
実
践
」
で

す
。
ま
た
内
容
は
、
そ
の
都
度
熟
達

度
を
鑑
み
て
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
、
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
申
し
込
み

用
紙
の
第
一
部
の
欄
に
お
間
違
え
な

き
よ
う
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
所
属
の

将
来
を
担
う
教
師
志
願
の
皆
様
、
今

以
上
の
研
鑽
を
と
お
考
え
の
教
師
の

皆
様
、
志
あ
る
多
数
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

受
講
規
定

一
、
先
達
で
あ
る
こ
と

一
、
教
会
所
属
の
方
は
教
会
長
の
承

　
　

認
・
推
薦
、
遙
拝
所
所
属
の
方

　
　

は
遙
拝
所
長
お
よ
び
教
区
長
の

　
　

両
名
の
承
認
・
推
薦
、
無
所
属

　
　

の
方
は
教
区
長
の
承
認
・
推
薦

　
　

の
あ
る
者

 

※ 

（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は

　

   

本
社
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

一
、
禊
（
み
ぞ
ぎ
）
行
に
参
加
の
事

　
　

（
行
衣
は
各
自
持
参
）

一
、
終
了
奉
告
祭
に
祭
員
と
し
て

　
　

奉
仕
の
事
（
見
学
不
可
）

一
、
期
間
中
の
遅
刻
・
早
退
・
中
座

　
　

は
認
め
ま
せ
ん

日　

程

◎
集
合　

八
月
二
十
六
日
午
前
七
時

（
前
日
二
十
五
日
の
宿
泊
は
無
料
）

◎
駐
車
場

　

第
一
駐
車
場
右
手
青
い
建
物
方
へ

　

お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
受
講
料　

三
万
円

　

（
期
間
中
の
賄
い
等
の
費
用
）

　

著
衣
・
教
本
・
昇
進
料
等
は
別
途

◎
持
参
品

　

筆
記
用
具
・
白
衣
・
襦
袢
・
帯
・

白
袴
・
白
足
袋
・
草
履
・
笏
・
印

鑑
・
教
本
（
祭
式
大
成
・
教
師
必

携
）・
禊
行
用
褌
（
男
性
）・
禊
行

用
行
衣
（
女
性
用
）
・
着
替
え
・

洗
面
用
具
・
ね
ま
き
（
白
い
物
）

※
尚
、
講
習
会
前
日
の
午
後
五
時
よ

　

り
当
日
の
午
後
正
午
迄
、
京
都
の

　

装
束
竹
重
さ
ん
が
、
会
館
二
階
に

　

て
装
束
の
販
売
を
致
し
て
お
り
ま

　

す
。
ご
利
用
の
方
は
お
尋
ね
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
期
限

◎
八
月
五
日
（
厳
守
）

《
教
師
志
願（
初
め
て
の
方
）に
つ
い
て
》

①
先
達
資
格
を
有
す
る
事

②
講
習
受
講
者
で
あ
る
事

③
教
会
所
属
の
者
は
教
会
長
の
承

認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）
。
遙
拝

所
所
属
の
者
は
遙
拝
所
長
お
よ
び

教
区
長
（
崇
敬
組
合
長
）
両
名
の

承
認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）。
無
所

属
の
者
は
教
区
長
（
崇
敬
組
合

長
）の
承
認
・
推
薦（
署
名
・
捺
印
）

の
あ
る
者
。
※
署
名
・
捺
印
無
き

申
請
書
類
は
受
理
出
来
ま
せ
ん
。

④
本
社
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
事

⑤
住
民
票
と
本
籍
地
発
行
の
身
分
証

　

明
書
を
準
備
の
事

⑥
無
所
属
（
当
社
・
当
本
教
の
教

会
・
遙
拝
所
に
所
属
無
し
）
の
方

は
、
教
師
資
格
修
得
後
一
年
以
内

に
当
社
・
当
本
教
の
教
会
・
遙
拝
所

に
所
属
す
る
事
を
必
ず
要
す
る
。

⑦
管
長
の
職
権
に
よ
り
受
講
さ
せ
る

場
合
も
有
り
ま
す
。

《
教
師
昇
進
に
つ
い
て
》

①
講
習
会
を
受
講
の
事

②
星
祭
り
・
大
麻
の
お
世
話
に
つ
い

　

て
願
書
に
必
ず
記
入
の
事

③
教
会
・
遙
拝
所
へ
の
協
力
・
奉
仕

　

の
あ
る
者

④
本
社
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
者

⑤
右
、規
定
に
該
当
し
、規
約
に
定
め
る

年
功
に
該
当
承
認
・
推
薦
の
あ
る
方

《
祈
祷
免
状
に
つ
い
て
》

◎
次
の
ペ
ー
ジ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
教
師
資
格
・
祈
祷
免
状
取
得
者
の

　

中
に
、
教
師
義
務
金
の
滞
納
、
星

　

祭
り
・
大
麻
の
お
世
話
な
き
場
合
、

　

規
定
年
数
を
超
え
ま
す
と
、
教
師

　

資
格
・
祈
祷
免
状
の
取
り
消
し
と

　

台
帳
削
除
を
致
し
ま
す
。
ご
考
慮

　

く
だ
さ
い
。　
　
　
　

    　

以
上

❖
ご
案
内
❖

第
七
十
二
回　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

八
月
二
十
六
日（
金
）〜
八
月
二
十
八
日（
日
）

ご
不
明
な
点
、
お
問
い
合
せ
は
、

本
社
・
山
﨑
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

世
情
に
よ
り
、
内
容
変
更
と
な

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

免
許
申
請
の
希
望
者
は
、
崇
敬
組
合
長
・
各
教
会
・
遙
拝
所
宛
に
、

申
し
込
む
こ
と
。（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
本
社
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

　
【
祈
祷
免
許
申
請
資
格
】

　

※
当
社
教
会
・
遙
拝
所
に
所
属
の
方
の
み
の
申
請
を
受
付
致
し
ま
す
。

　
　

①
教
師
講
習
会
五
回
以
上
受
講
、
内
、
本
社
講
習
会
を
二
回
以

　
　
　

上
受
講
。

　
　

②
過
去
三
年
間
、
毎
年
神
社
大
麻
十
体
以
上
・
星
祭
り
祈
願
三

　
　
　

十
体
以
上
の
奉
仕
実
績
。

　
　

※
教
会
・
遙
拝
所
所
属
後
、
無
所
属
に
な
っ
た
教
師
の
方
は
、

過
去
３
年
間
、
神
社
大
麻
２
０
体
以
上
並
び
に
星
祭
祈
願
８

０
体
以
上
の
奉
仕
実
績
を
要
し
ま
す
。

　
　

③
お
山
開
き
大
祭
に
十
名
以
上
の
先
達
奉
仕
の
あ
る
者
。

　
　

④
教
師
階
級
は
中
講
義
以
上
。（
中
講
義
同
時
昇
進
申
請
可
能
）

　
　

⑤
教
会
所
属
の
者
は
教
会
長
の
・
遙
拝
所
所
属
の
者
は
遙
拝
所

長
及
び
教
区
長
両
名
の
・
無
所
属
の
者
は
教
区
長
の
承
認
、

推
薦
の
あ
る
者
。

　
　
　
（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
社
迄
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

　
　

⑥
将
来
、
講
社
・
遙
拝
所
の
組
織
結
成
に
志
せ
る
者
。

『
祈
祷
免
許
申
請
申
し
込
み
期
限
』

令

和

四

年

六

月

十

五

日

『
審
査
概
要
』

　
　

①『
教
師
講
習
会
開
催
迄
の
事
前
課
題
』（
未
提
出
者
は
失
格
）

　
　

②『
祭
式
審
査
』

　
　

③『
面　
　

接
』

☆
事
前
課
題
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
に
詳
細
を
通
知
。

☆
指
定
さ
れ
た
各
種
課
題
・
期
限
を
始
め
、
本
社
の
指
示
に
延
滞
の

　

場
合
、
申
請
資
格
を
失
い
ま
す
。

☆
審
査
の
流
れ
は
、
事
情
に
よ
り
若
干
の
変
更
の
可
能
性
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

祈
祷
免
許
の
申
請
に
つ
い
て

講
師
紹
介

石
鎚
神
社
宮
司
・
石
鎚
本
教
管
長

石
鎚
神
社
権
宮
司
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
長

石
鎚
神
社
禰
宜
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長

石
鎚
神
社
豊
友
会

武
智　

正
人 

先
生

十
亀　

博
行 

先
生

曽
我
部
英
司 

先
生

　
　

諸　
　

 

先
生

5：00 -

6 -

7 -

8 -

9 -

10 -

11 -

12 -

1 -

2 -

3 -

4 -

5 -

6 -

7 -

8 -

9 -

10 -

11 -

第 72回本教所属教師講習会（令和４年）
８月 26 日（金） ８月 27 日（土）

禊　　行 禊　　行集合・受付

昼　　食 昼　　食

作法講習（基礎作法）

神社・本教の概要　十亀宗務局長
本教教師の心得　武智管長

神道行法について

作法講習
（基礎作法とその解説）

行事作法

行事作法

行事作法

夕　　拝

開講奉告祭

８月 28 日（日）

開　講　式

夕　　食

入　　浴
就　　寝

所役発表

作法講習（御神像拝戴）

夕　　拝

夕　　食

入　　浴
就　　寝

朝拝神事・記念撮影

清　掃・朝　食

行事作法

朝　　食
８時～８時半

休憩・装束着装
10時半～10時50分

配列確認・習礼
８時50分～10時20分

閉　講　式
12時50分～13時半

解　　散
13時半～

終了報告祭（全員奉仕）
11時～12時半

朝拝神事（御神像拝戴）

休　　憩

※都合によりプログラム
　変更の場合があります。

※今回は、講習会終了後に
　直会弁当ございますが、
　本社の宿泊は
　ございません。
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本殿にて記念写真 毎朝の禊ぎ

　

第
七
十
二
回
を
数
え
ま
す
石
鎚
本

教
所
属
教
師
講
習
会
を
本
年
八
月
二

十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
日
程
に
て

開
催
致
し
ま
す
。

　

「
先
ず
は
、
正
坐
が
出
来
て
足
腰

し
っ
か
り
し
て
い
る
方
を
対
象
」
。

主
た
る
講
義
内
容
は
「
基
礎
作
法
と

神
前
奉
仕
の
心
得
、
更
に
実
践
」
で

す
。
ま
た
内
容
は
、
そ
の
都
度
熟
達

度
を
鑑
み
て
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

尚
、
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
申
し
込
み

用
紙
の
第
一
部
の
欄
に
お
間
違
え
な

き
よ
う
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
組
合
・
教
会
・
遙
拝
所
所
属
の

将
来
を
担
う
教
師
志
願
の
皆
様
、
今

以
上
の
研
鑽
を
と
お
考
え
の
教
師
の

皆
様
、
志
あ
る
多
数
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

受
講
規
定

一
、
先
達
で
あ
る
こ
と

一
、
教
会
所
属
の
方
は
教
会
長
の
承

　
　

認
・
推
薦
、
遙
拝
所
所
属
の
方

　
　

は
遙
拝
所
長
お
よ
び
教
区
長
の

　
　

両
名
の
承
認
・
推
薦
、
無
所
属

　
　

の
方
は
教
区
長
の
承
認
・
推
薦

　
　

の
あ
る
者

 

※ 

（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は

　

   

本
社
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）

一
、
禊
（
み
ぞ
ぎ
）
行
に
参
加
の
事

　
　

（
行
衣
は
各
自
持
参
）

一
、
終
了
奉
告
祭
に
祭
員
と
し
て

　
　

奉
仕
の
事
（
見
学
不
可
）

一
、
期
間
中
の
遅
刻
・
早
退
・
中
座

　
　

は
認
め
ま
せ
ん

日　

程

◎
集
合　

八
月
二
十
六
日
午
前
七
時

（
前
日
二
十
五
日
の
宿
泊
は
無
料
）

◎
駐
車
場

　

第
一
駐
車
場
右
手
青
い
建
物
方
へ

　

お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
受
講
料　

三
万
円

　

（
期
間
中
の
賄
い
等
の
費
用
）

　

著
衣
・
教
本
・
昇
進
料
等
は
別
途

◎
持
参
品

　

筆
記
用
具
・
白
衣
・
襦
袢
・
帯
・

白
袴
・
白
足
袋
・
草
履
・
笏
・
印

鑑
・
教
本
（
祭
式
大
成
・
教
師
必

携
）・
禊
行
用
褌
（
男
性
）・
禊
行

用
行
衣
（
女
性
用
）
・
着
替
え
・

洗
面
用
具
・
ね
ま
き
（
白
い
物
）

※
尚
、
講
習
会
前
日
の
午
後
五
時
よ

　

り
当
日
の
午
後
正
午
迄
、
京
都
の

　

装
束
竹
重
さ
ん
が
、
会
館
二
階
に

　

て
装
束
の
販
売
を
致
し
て
お
り
ま

　

す
。
ご
利
用
の
方
は
お
尋
ね
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
期
限

◎
八
月
五
日
（
厳
守
）

《
教
師
志
願（
初
め
て
の
方
）に
つ
い
て
》

①
先
達
資
格
を
有
す
る
事

②
講
習
受
講
者
で
あ
る
事

③
教
会
所
属
の
者
は
教
会
長
の
承

認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）
。
遙
拝

所
所
属
の
者
は
遙
拝
所
長
お
よ
び

教
区
長
（
崇
敬
組
合
長
）
両
名
の

承
認
・
推
薦
（
署
名
・
捺
印
）。
無
所

属
の
者
は
教
区
長
（
崇
敬
組
合

長
）の
承
認
・
推
薦（
署
名
・
捺
印
）

の
あ
る
者
。
※
署
名
・
捺
印
無
き

申
請
書
類
は
受
理
出
来
ま
せ
ん
。

④
本
社
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
事

⑤
住
民
票
と
本
籍
地
発
行
の
身
分
証

　

明
書
を
準
備
の
事

⑥
無
所
属
（
当
社
・
当
本
教
の
教

会
・
遙
拝
所
に
所
属
無
し
）
の
方

は
、
教
師
資
格
修
得
後
一
年
以
内

に
当
社
・
当
本
教
の
教
会
・
遙
拝
所

に
所
属
す
る
事
を
必
ず
要
す
る
。

⑦
管
長
の
職
権
に
よ
り
受
講
さ
せ
る

場
合
も
有
り
ま
す
。

《
教
師
昇
進
に
つ
い
て
》

①
講
習
会
を
受
講
の
事

②
星
祭
り
・
大
麻
の
お
世
話
に
つ
い

　

て
願
書
に
必
ず
記
入
の
事

③
教
会
・
遙
拝
所
へ
の
協
力
・
奉
仕

　

の
あ
る
者

④
本
社
の
要
請
に
応
じ
ら
れ
る
者

⑤
右
、規
定
に
該
当
し
、規
約
に
定
め
る

年
功
に
該
当
承
認
・
推
薦
の
あ
る
方

《
祈
祷
免
状
に
つ
い
て
》

◎
次
の
ペ
ー
ジ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
教
師
資
格
・
祈
祷
免
状
取
得
者
の

　

中
に
、
教
師
義
務
金
の
滞
納
、
星

　

祭
り
・
大
麻
の
お
世
話
な
き
場
合
、

　

規
定
年
数
を
超
え
ま
す
と
、
教
師

　

資
格
・
祈
祷
免
状
の
取
り
消
し
と

　

台
帳
削
除
を
致
し
ま
す
。
ご
考
慮

　

く
だ
さ
い
。　
　
　
　

    　

以
上

❖
ご
案
内
❖

第
七
十
二
回　

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

八
月
二
十
六
日（
金
）〜
八
月
二
十
八
日（
日
）

ご
不
明
な
点
、
お
問
い
合
せ
は
、

本
社
・
山
﨑
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

世
情
に
よ
り
、
内
容
変
更
と
な

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

免
許
申
請
の
希
望
者
は
、
崇
敬
組
合
長
・
各
教
会
・
遙
拝
所
宛
に
、

申
し
込
む
こ
と
。（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
本
社
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

　
【
祈
祷
免
許
申
請
資
格
】

　

※
当
社
教
会
・
遙
拝
所
に
所
属
の
方
の
み
の
申
請
を
受
付
致
し
ま
す
。

　
　

①
教
師
講
習
会
五
回
以
上
受
講
、
内
、
本
社
講
習
会
を
二
回
以

　
　
　

上
受
講
。

　
　

②
過
去
三
年
間
、
毎
年
神
社
大
麻
十
体
以
上
・
星
祭
り
祈
願
三

　
　
　

十
体
以
上
の
奉
仕
実
績
。

　
　

※
教
会
・
遙
拝
所
所
属
後
、
無
所
属
に
な
っ
た
教
師
の
方
は
、

過
去
３
年
間
、
神
社
大
麻
２
０
体
以
上
並
び
に
星
祭
祈
願
８

０
体
以
上
の
奉
仕
実
績
を
要
し
ま
す
。

　
　

③
お
山
開
き
大
祭
に
十
名
以
上
の
先
達
奉
仕
の
あ
る
者
。

　
　

④
教
師
階
級
は
中
講
義
以
上
。（
中
講
義
同
時
昇
進
申
請
可
能
）

　
　

⑤
教
会
所
属
の
者
は
教
会
長
の
・
遙
拝
所
所
属
の
者
は
遙
拝
所

長
及
び
教
区
長
両
名
の
・
無
所
属
の
者
は
教
区
長
の
承
認
、

推
薦
の
あ
る
者
。

　
　
　
（
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
社
迄
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

　
　

⑥
将
来
、
講
社
・
遙
拝
所
の
組
織
結
成
に
志
せ
る
者
。

『
祈
祷
免
許
申
請
申
し
込
み
期
限
』

令

和

四

年

六

月

十

五

日

『
審
査
概
要
』

　
　

①『
教
師
講
習
会
開
催
迄
の
事
前
課
題
』（
未
提
出
者
は
失
格
）

　
　

②『
祭
式
審
査
』

　
　

③『
面　
　

接
』

☆
事
前
課
題
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
に
詳
細
を
通
知
。

☆
指
定
さ
れ
た
各
種
課
題
・
期
限
を
始
め
、
本
社
の
指
示
に
延
滞
の

　

場
合
、
申
請
資
格
を
失
い
ま
す
。

☆
審
査
の
流
れ
は
、
事
情
に
よ
り
若
干
の
変
更
の
可
能
性
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

石
鎚
本
教
所
属
教
師
講
習
会

祈
祷
免
許
の
申
請
に
つ
い
て

講
師
紹
介

石
鎚
神
社
宮
司
・
石
鎚
本
教
管
長

石
鎚
神
社
権
宮
司
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
長

石
鎚
神
社
禰
宜
・
石
鎚
本
教
宗
務
局
次
長

石
鎚
神
社
豊
友
会

武
智　

正
人 

先
生

十
亀　

博
行 

先
生

曽
我
部
英
司 

先
生

　
　

諸　
　

 

先
生

5：00 -

6 -

7 -

8 -

9 -

10 -

11 -

12 -

1 -

2 -

3 -

4 -

5 -

6 -

7 -

8 -

9 -

10 -

11 -

第 72回本教所属教師講習会（令和４年）
８月 26 日（金） ８月 27 日（土）

禊　　行 禊　　行集合・受付

昼　　食 昼　　食

作法講習（基礎作法）

神社・本教の概要　十亀宗務局長
本教教師の心得　武智管長

神道行法について

作法講習
（基礎作法とその解説）

行事作法

行事作法

行事作法

夕　　拝

開講奉告祭

８月 28 日（日）

開　講　式

夕　　食

入　　浴
就　　寝

所役発表

作法講習（御神像拝戴）

夕　　拝

夕　　食

入　　浴
就　　寝

朝拝神事・記念撮影

清　掃・朝　食

行事作法

朝　　食
８時～８時半

休憩・装束着装
10時半～10時50分

配列確認・習礼
８時50分～10時20分

閉　講　式
12時50分～13時半

解　　散
13時半～

終了報告祭（全員奉仕）
11時～12時半

朝拝神事（御神像拝戴）

休　　憩

※都合によりプログラム
　変更の場合があります。

※今回は、講習会終了後に
　直会弁当ございますが、
　本社の宿泊は
　ございません。
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第56回

☆プログラム☆
一 . 本　社～朝拝神事・みそぎ、心身を清めます！
一 . 頂上社～登拝・宿泊～石鎚大神様の鎮まります神聖な場所！
一 . 村活動～仲間と協力し・助けあって素敵な笑顔！

-１２--１３-

※写真は平成28年の様子です。

石鎚青少年錬成会　ご案内

集合場所
集合時間
資　　格

会　　費

旅　　費
持 参 品

申込期限

  石鎚神社会館
  8月18日　午前8時30分
  小学校3年生以上
 （頂上登拝は小学校4年生以上。小学校3年生は成就社までの登拝、成就社１泊となります。）

  一人8,000円
 （本来の会費は10,000円ですが、敬神婦人会員より参加費一人につき2.000円助成頂いております。）
 ☆個人でご参加（教会・遙拝所所属の敬神婦人会員を除く）の引率者（保護者）の参加はご遠慮ください。

  片道運賃支給（但し学割使用）
  筆記用具・洗面用具・運動靴（スパイクシューズ不可）・下着・雨カッパ・長袖シャツ・
  Tシャツ・水筒・ジャージ（色物可）・帽子・リュックサック・ウィンドブレーカー・タオル・
  会符（所有の方）・保険証（コピー可）・帽子用防虫ネット（必要な方）
  ● 女子は「みそぎ用」に下着（白かベージュ）を余分に用意ください
  ● お小遣い五千円まで（状況により成就・頂上の自由時間に買い物を許可する場合があります）
  ● 登山時の着替え用として（ジャージ下・下着・靴下・Tシャツ・タオル）日程必要数プラス
    一枚の準備をお願いします。
  ● 飲み薬・コルセット・サポーター等、体調管理に必要な備品は持参してください。
  （参考）　令和３年8月15日  石鎚山頂上の気温  朝15℃  昼19℃
　必ず、長袖のシャツ、ウィンドブレーカー等をご持参ください。

TEL 0897-55-4044

〔本社問い合わせ〕
〒793-8555
愛媛県西条市西田甲797
石鎚本教　錬成会事務局　担当／山﨑

　石鎚青少年錬成会を通じて、一人一人の参加者が、心・身体・考える力を一緒に育んで研鑽し、
「やさしさ」「かしこさ」「たくましさ」をテーマに、参加する全国の仲間と共に喜びを分かち合
う林間学校を開催しております。今回の錬成会も3泊4日で実施し、西日本最高峰の石鎚山登
山・宿泊をメインに「本社境内探検」「灯火の集い」「感謝会」等の行事を計画し、集団生活に
於いて、職員・青年部・ご参加の皆様と一緒に、笑い・共感しながら充実した3泊4日を過ごした
いと思います。皆様方に於かれましては、多数のお子様に呼びかけて頂き楽しい錬成会が開催
出来ますようご協力お願い致します。

・本年の開催日　8月18日（木）～21日（日）[3泊4日]

［備　　考］

７月31日（日）迄に、所属の組合・教会・遙拝所までお申し込みください。
不明な方は本社までお問い合わせください。
※パンフレット・日程表の必要な方はご連絡ください。
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  ● 女子は「みそぎ用」に下着（白かベージュ）を余分に用意ください
  ● お小遣い五千円まで（状況により成就・頂上の自由時間に買い物を許可する場合があります）
  ● 登山時の着替え用として（ジャージ下・下着・靴下・Tシャツ・タオル）日程必要数プラス
    一枚の準備をお願いします。
  ● 飲み薬・コルセット・サポーター等、体調管理に必要な備品は持参してください。
  （参考）　令和３年8月15日  石鎚山頂上の気温  朝15℃  昼19℃
　必ず、長袖のシャツ、ウィンドブレーカー等をご持参ください。
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「やさしさ」「かしこさ」「たくましさ」をテーマに、参加する全国の仲間と共に喜びを分かち合
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換
の
場
と
な
り
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
本
年
は
役
員
改
選
の

年
と
な
る
為
、
新
役
員
案
も
上
程
さ

れ
、
異
議
無
く
承
認
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
年
も
昨
年
同
様
、
組
合
管
内
の

教
会
・
遙
拝
所
の
大
祭
等
は
行
わ
れ

ま
す
が
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
ご
奉

仕
と
な
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
感
染
対
策
を
し
つ
つ
、
以
前
の

よ
う
な
盛
大
な
大
祭
奉
仕
に
戻
る
こ

と
を
期
待
し
、
今
後
も
南
予
崇
敬
組

合
の
教
会
・
遙
拝
所
・
講
社
の
今
後
益

々
の
ご
発
展
と
、
関
係
各
位
の
ご
健

勝
を
祈
念
し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

次
回
は
大
洲
喜
多
支
部
の
担
当
開

催
と
な
り
ま
す
。

【
開
催
場
所
】
西
予
市

　
　
　
　
　
　
　

宇
和
教
会
に
て

【
祭　

典
】　

十
時
斎
行

【
総　

会
】　

十
一
時
開
催

【
出
向
者
】　

武
智
宮
司

　
　
　
　
　
　

十
亀
権
禰
宜

　
　
　
　
　
　

小
西
巫
女

　
　
　
　
　
　

沖
野
常
務
総
代

　

南
予
崇
敬
組
合
総
会
・
祭
典
が
西

予
支
部
の
お
世
話
に
よ
り
、
南
予
崇

敬
組
合
の
役
員
他
十
五
名
が
参
集
さ

れ
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
の
祭
典
に
於
い
て
は
、
西

予
支
部
の
牧
野
支
部
長
、
伊
予
市
伊

予
郡
支
部
の
水
口
支
部
長
が
本
社
職

員
と
共
に
ご
奉
仕
。
ま
た
、
組
合
長

を
始
め
役
員
、
各
支
部
長
、
ご
参
列

の
皆
様
方
全
員
が
大
神
様
へ
の
感
謝

の
誠
を
捧
げ
、
玉
串
に
祈
り
を
込
め

て
の
ご
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。
清
々

し
さ
の
中
で
祭
典
を
納
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
・
決
算
監

査
報
告
・
次
年
度
事
業
案
・
予
算
案

が
慎
重
審
議
さ
れ
、
様
々
な
意
見
交

組
合
長

　

山
内　

康
治　

元
老
顧
問

西
予
支
部
長

　

牧
野　
　

洋　

名
誉
部
長
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お
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人
会
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事
を
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め
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総
代
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氏

子
総
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・
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事
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長
・
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長
の
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の
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賓
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席
を
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だ
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催
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り
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す
石
鎚
敬
神
婦
人
会

本
部
役
員
総
会
が
、
昨
年
に
続
き

本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
為
、
書
面
会
議

に
て
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
等

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

役
員
・
幹
事
総
数
一
三
四
名
に

対
し
返
信
七
十
八
名
（
規
則
1
／

3
は
四
十
五
名
以
上
）
の
回
答
を

い
た
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ま
し
た
。
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岡
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岡
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二
、
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『
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の
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話
」
や
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の
紹
介
」「
郷
土
料
理
」

「
料
理
の
簡
単
レ
シ
ピ
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・
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句
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」「
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の
知
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袋
」
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ど
ど
の
様
な
内
容
で
も
良
い
の

で
、
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

※
議
案
審
議
決
議
事
項
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
て
の
項
目
で
了
承
い

た
だ
き
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

敬
神
婦
人
会
役
員
・
幹
事
の
皆

さ
ま
に
は
ご
多
忙
の
中
、
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和
三
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度
石
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敬
神
婦
人
会
本
部
役
員

総
会
の
議
事
を
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い
た
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、

誠
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難
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ご
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た
。
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禍
と
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う
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曽
有
の
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に
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、
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の
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会
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も
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催
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。
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が
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。
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が
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取
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。
今

後
と
も
ご
協
力
を
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。
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の
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は
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不
安
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と
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が
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。
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も
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を
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同
心
を
一
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人
の
輪
を
広
げ
、
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張
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て
行
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い
と
思
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ま
す
。
ご
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解
と

ご
協
力
を
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ろ
し
く
お
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い
し
ま

す
。
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換
の
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仕
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。
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催
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も
一
歩
ず
つ
前
に
歩
み
い
く
中
、

こ
の
度
目
出
度
く
も
田
窪
教
会
長

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
春
季
例
大

祭
に
あ
わ
せ
、
功
労
章
銀
笏
が
下

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
社
出
向
に
関
し
ま
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
為
平
成
三
十
一
年
の

本
社
出
向
よ
り
二
年
間
の
本
社
出

向
を
控
え
、
本
年
令
和
四
年
久
方

の
出
向
し
、
春
季
例
大
祭
・
教
会

長
銀
笏
下
付
の
い
と
も
目
出
度
き

機
会
に
参
列
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
非
常
に
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

本
社
よ
り
、
武
智
宮
司
、
山
﨑

権
禰
宜
、
野
村
巫
女
、
植
村
巫
女

が
出
向
致
し
ま
し
た
。
通
常
の
祭

典
で
し
た
ら
百
五
十
名
以
上
の
参

列
者
で
し
た
が
、
本
年
は
ご
案
内

を
控
え
た
と
の
事
で
、
約
六
十
名

の
参
拝
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

祭
典
の
祝
詞
で
は
、
本
社
宮
司
、

田
窪
教
会
長
共
に
、
先
ず
当
春
季

例
大
祭
が
齋
行
出
来
た
事
へ
石
鎚

大
神
さ
ま
に
謝
意
を
捧
げ
、
コ
ロ

ナ
禍
鎮
静
、
世
界
平
和
、
信
徒
皆

様
の
健
康
と
幸
せ
を
祈
願
し
奏
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
受
付
、

殿
内
、
入
り
口
、
控
室
等
に
は
消

毒
液
ス
プ
レ
ー
と
ア
ル
コ
ー
ル

テ
ィ
シ
ュ
が
設
置
さ
れ
、
祭
典
前

後
に
全
て
の
窓
・
扉
を
あ
け
て
換

気
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
餅
ま

き
等
の
神
賑
わ
い
な
ど
は
自
粛
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
獅
子
舞
奉
納

を
始
め
、
御
神
像
拝
戴
神
事
、
鳴

釜
神
事
を
齋
行
さ
れ
ま
し
た
。
祭

員
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ご
奉
仕
さ

れ
、
玉
串
拝
礼
は
参
列
者
全
員
、

皆
様
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
静
か
に

拝
礼
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
世
に
は
び
こ
る
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
祭
典
齋
行
は
大
変
で
す

が
、
日
本
が
良
く
な
り
、
信
徒
皆

様
が
元
気
に
な
る
様
に
と
願
わ
れ
、

祭
典
を
齋
行
し
て
頂
き
ま
し
た
田

窪
先
生
を
始
め
、
教
会
の
役
員
様
。

皆
様
方
、
参
列
し
て
頂
き
ま
し
た

方
々
、
ま
た
今
回
参
列
は
適
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ご
自
宅
の
神
棚

を
通
し
拝
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼
申

令
和
四
年
三
月
二
十
八
日
齋
行

春
風
が
心
地
良
く
感
じ
る
こ
の

頃
、
今
治
市
吉
海
町
に
ご
鎮
座
し

ま
す
石
鎚
本
教
睦
美
教
会
（
田
窪

一
善
・
銀
笏
、
元
老
大
顧
問
）
に

て
、
春
季
例
大
祭
に
併
せ
て
田
窪

一
善
教
会
長
へ
銀
笏
下
付
の
儀
が

齋
行
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も

三
年
目
を
迎
え
、
日
常
生
活
も
以

前
と
は
変
わ
り
、
現
在
の
有
る
べ

き
形
容
に
適
応
す
べ
く
、
我
々

-１６--１７-

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
現
在
も
世
の
中

に
蔓
延
し
、
更
に
痛
ま
し
き
事
に

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

暗
い
影
が
見
え
る
中
、
こ
の
睦
美

教
会
の
御
社
殿
よ
り
世
界
平
和
・

コ
ロ
ナ
禍
鎮
静
を
、
広
大
無
辺
な

る
大
神
様
の
仁
智
勇
の
御
力
に
祈

り
を
捧
げ
、
皆
様
方
お
一
人
お
一

人
の
お
幸
せ
を
ご
祈
念
し
ご
報
告

致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

山
﨑

睦
美
教
会　
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例
大
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並
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教
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教
師　

権
大
教
正

田
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一
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教
会
長

田窪 一善  教会長

参列者一部

　

恒
例
の
高
知
崇
敬
組
合
総
会
が
左
記
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

　

教
会
に
所
属
し
て
い
な
い
方
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
組
合
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

【
日　
　

時
】　

六
月
十
二
日
（
日
）　
　

十
一
時　

理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
時　

総
会

【
場　
　

所
】　

高
知
会
館　
　

高
知
県
高
知
市
本
町
五
ー
六
ー
四
二

【
内　
　

容
】　

事
業
報
告　

会
計
報
告　

監
査
報
告　

次
年
度
事
業
報
告

【
会　
　

費
】　

二
〇
〇
〇
円

（
お
問
い
合
わ
せ
）

　

高
知
県
香
南
市
野
市
町
西
野
三
七
〇
ー
三

　

高
知
崇
敬
組
合
長
・
土
佐
野
市
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
原　

孝
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
九
〇
ー
七
一
四
四
ー
八
〇
二
四

　

恒
例
の
高
知
県
崇
敬
組
合
主
催
作
法
講
習
会
が
、
本
年
も
左
記
の
日
程
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
中
に
案
内
状
を
高
知
県
下
の
教
会
・
遙
拝

所
に
ご
送
付
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

【
期　
　

日
】　

七
月
十
六
日
（
土
）〜
十
八
日
（
月
）
の
三
日
間
九
時
よ
り

【
申
込
締
切
】　

六
月
三
十
日

【
場　
　

所
】　

組
合
総
会
に
て
決
定

【
受
講
料
】　

一
名　

五
〇
〇
〇
円
（
教
材
費
・
食
費
等
別
途
）

【
持
参
品
】　

笏
・
白
衣
・
白
袴
・
足
袋
・
祭
式
大
成
・
筆
記
用
具
等

※
教
会
・
遙
拝
所
に
所
属
し
て
い
な
い
方
は
、
高
知
崇
敬
組
合
長
の
承
認
を

　

戴
い
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）
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知
県
香
南
市
野
市
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野
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佐
野
市
遙
拝
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
原　

孝
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

〇
九
〇
ー
七
一
四
四
ー
八
〇
二
四
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坪
内　
　

続　
　

組
合
長

　

令
和
四
年
三
月
十
三
日
、
愛
媛

県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
に
御
鎮

座
の
上
浮
穴
郡
教
会
に
於
き
ま
し

て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
名
前
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

常
日
頃
よ
り
石
鎚
大
神
の
御
神

威
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
組
合
運
営

の
維
持
、
教
勢
の
拡
充
に
尽
力
さ

れ
ま
す
事
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

共
に
今
後
も
組
合
を
始
め
、
教
会

以
下
更
な
る
ご
発
展
と
弥
栄
、
ま

た
、
信
徒
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
つ
つ

ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
長　
　
　

坪
内　
　

続

元
老
顧
問

副
組
合
長　
　

阪
本　

広
幸

取
締

理
事　
　
　
　

金
子　

浩
久

監
長

理
事　
　
　
　

八
塚　

幸
三

副
取
締

理
事　
　
　
　

鈴
木
千
代
美

副
取
締

監
事　
　
　
　

若
藤　

義
磨

副
監
長

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

高
岡

　

三
月
十
五
日
よ
り
奉
職
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
植
村

静
夏
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
元
々
キ
リ
ス
ト
教
で
し
た

が
、
十
二
歳
の
時
に
信
仰
心
を
失

う
出
来
事
が
あ
り
、
精
神
を
病
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

母
の
馴
染
み
の
神
社
で
あ
る
石
鎚

神
社
で
精
神
的
に
元
気
に
な
る
よ

う
に
成
就
社
で
御
祈
祷
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
御
祈
祷
が
終

わ
っ
た
後
に
は
祖
霊
崇
拝
や
ア
ニ

ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
一
神
教

だ
っ
た
私
に
は
存
在
す
る
も
の
全

て
に
霊
魂
が
宿
る
と
い
う
考
え
方

や
祖
先
を
尊
ぶ
姿
に
衝
撃
を
う
け

た
の
を
今
で
も
憶
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
人
生
の
苦
し
い
時
や
行

き
詰
ま
っ
た
時
に
度
々
、
大
神
様

に
救
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
巫
女
と
い
う
形
で
大
神
様
の
お

傍
近
く
で
奉
仕
で
き
る
事
を
本
当

に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

未
熟
者
の
私
で
す
が
、
少
し
で

も
大
神
様
と
人
と
の
仲
執
り
も
ち

と
し
て
務
め
ら
れ
る
よ
う
日
々
精

進
し
て
参
り
ま
す
。
御
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、何
卒
、御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

上
浮
穴
崇
敬
組
合　

役
員
改
選

上
浮
穴
崇
敬
組
合　

役
員
改
選

新　

入　

職　

員　

紹　

介

新　

入　

職　

員　

紹　

介

例
大
祭

　

八
月
八
日
（
月
）
午
前
十
一
時
よ
り

祈
願
木
お
焚
き
上
げ  

大
祓
詞
・

般
若
心
経　

奉
読

●
祈
願
木
は
成
就
社
・
本
社
に
て
一
本
三
百
円
に
て

   

頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

成
就
社
八
大
龍
王
社
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

●
感
染
症
の
推
移
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

   

ま
す
。

うえむら　　しずか

植村　静夏

ご　
　
　

参　
　
　

拝

ご　
　
　

参　
　
　

拝

　

愛
媛
県
よ
り
選
出
の
参
議
院

議
員
、
山
本
順
三
元
老
顧
問
が
、

五
月
一
日
の
本
社
月
次
祭
に
参

列
さ
れ
た
。

山
本
順
三
元
老
顧
問
は
、
平
成

九
年
の
先
達
拝
命
よ
り
二
十
五

年
来
の
石
鎚
信
徒
。
長
ら
く
元

老
顧
問
で
あ
っ
た
が
、
当
日
、

先
達
最
高
位
の
元
老
大
顧
問
を

拝
受
さ
れ
た
。

　

御
神
徳
を
戴
か
れ
、
益
々
ご

健
勝
に
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
祈
念
す
る
次
第
で
す
。

参
議
院
議
員　

山
本　

順
三　

先
生

・
当
選
三
期
目

・
現
、参
議
院
予
算
委
員
長

・
元
、自
民
党
県
連
会
長

・
同
、国
家
公
安
委
員
会

・
同
、国
土
強
靭
化
担
当
、

　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

  

（
防
災
）

・
同
、参
議
院
議
院
運
営
委
員
長

・
同
、愛
媛
県
議
会
議
員
六
期
連
続

　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

山
本
順
三　
元
老
顧
問

五
月
一
日　

本
社　

月
次
祭

元
老
大
顧
問　

拝
受
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般
若
心
経
奉
読
時
は
太
鼓
の
ご

奉
仕
も
頂
き
ま
し
た
。

　

三
六
五
日
・
一
年
を
通
し
祈

り
を
捧
げ
ら
れ
た
お
姿
は
家
族
・

信
徒
の
心
に
焼
き
付
い
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

高
天
原
よ
り
神
社
本
教
・
瑞
明

遙
拝
所
の
歩
む
道
を
見
守
っ
て

下
さ
い
。

　

西
川
薫
刀
自
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報

告
と
致
し
ま
す
。

五
九
六
ー
〇
八
二
七

岸
和
田
市
上
松
町
一
〇
二
五
ー
一

遺
族
ご
主
人
西
川　

広
明
殿

記　

権
宮
司　

十
亀

石
鎚
山
と
の
ご
縁
を
結
び
、
遙

拝
所
も
開
所
十
年
を
迎
え
、「
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
時
、

本
当
に
早
す
ぎ
る
お
別
れ
と
な

り
ま
し
た
。

　

三
月
一
日
、
曇
り
空
か
ら
雨

へ
と
移
り
変
わ
る
空
模
様
の
中
、

し
め
や
か
に
告
別
式
が
執
り
行

わ
れ
、
生
前
の
ご
功
績
を
称
え

石
鎚
神
社
先
達
「
元
老
大
顧
問
」

を
贈
位
。
色
と
り
ど
り
の
花
々

に
囲
ま
れ
ご
家
族
・
信
徒
の
皆

様
と
久
遠
の
お
別
れ
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。

　

西
川
薫
刀
自
命
は
、
不
動
妙

薫
会
と
し
て
石
鎚
信
仰
を
深
め
、

中
宮
成
就
社
へ
の
月
参
り
を
欠

か
さ
ず
、
平
成
十
五
年
に
石
鎚

神
社
先
達
を
拝
命
。
毎
年
昇
進

を
重
ね
る
中
、
平
成
二
十
四
年

三
月
に
石
鎚
神
社
瑞
明
遙
拝
所

を
設
立
。
お
山
開
き
大
祭
は
勿

論
の
事
、
頂
上
社
開
閉
門
祭
、

役
行
者
尊
大
祭
、
八
大
龍
王
社

大
祭
等
の
参
列
を
欠
か
さ
ず
、

　

大
阪
府
岸
和
田
市
に
鎮
座
致

し
ま
す
瑞
明
遙
拝
所
長
・
西
川

薫
元
老
大
顧
問
・
権
少
教
正
が

帰
天
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
り
が
と

う
・
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
言
葉

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
人
間
育
成

に
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
若
人
と

　

前
号
三
、
四
月
号
の
社
報
に

掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
記
事
の

中
で
、
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

四
ペ
ー
ジ

令
和
四
年
正
月
御
神
像
拝
戴
者

御
芳
名
一
覧
内

（
住
所
の
誤
り
）

口
の
宮
本
社

一
月
一
日　

森
谷　

正
志

（
誤
）
徳
島
県
久
米
郡
美
咲
町

（
正
）
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町

（
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

勝
本

九
ペ
ー
ジ

令
和
四
年
度
星
祭
祈
願
お
世
話

人
ご
芳
名
内

（
所
属
団
体
名
の
誤
り
）

【
愛
媛
県
】

◎
八
〇
〇
体
以
上

（
誤
）
中
予
教
会
・
黒
田　

明
子

（
正
）
東
雲
講
社
・
黒
田　

明
子

（
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

高
岡

令和４年　御山開き大祭　御神像奉持

本年度　奉仕予定組合

所属の組合長にお申し出ください。組合長は、本社へ名簿をお届けください。

・20代30代の先達で、本年、御神像奉持の奉仕を希望される方。
・霊峰石鎚山の［お鎖り掛け、上り下り］を行います。
・習礼、大祭当日とも、大自然での行動ですので、自己責任にてお願いします。
・締め切り、5月15日厳守｡（※参加者が20名未満の場合は中止とします）
・コロナ禍の推移で中止になる場合もありますので、ご承知置きください。

御神像奉持のあり方を知って頂きたく、後継者育成のために、今後の御神像奉持へ
ご奉仕を希望する方への [御神像奉持の習礼（予行演習）]を行います !!

服　　　装

お申し出を
頂く内容

御山衣の上下

・氏名・住所・会符番号・電話番号・生年月日
事前申込、必須。交通費は各自ご負担ください。

令和元年 習礼風景 令和元年 参加者集合写真

７月１日　大分・東予・中予
７月10日　西条周桑・備後

習礼（予行演習）参加者募集中 !!!

※本年は、口ノ宮本社で習礼を行います !!

5月22日（日）11:00 本殿集合・拝礼後、習礼を開始、終了後解散
（昼食のお弁当を準備します）
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般
若
心
経
奉
読
時
は
太
鼓
の
ご

奉
仕
も
頂
き
ま
し
た
。

　

三
六
五
日
・
一
年
を
通
し
祈

り
を
捧
げ
ら
れ
た
お
姿
は
家
族
・

信
徒
の
心
に
焼
き
付
い
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

高
天
原
よ
り
神
社
本
教
・
瑞
明

遙
拝
所
の
歩
む
道
を
見
守
っ
て

下
さ
い
。

　

西
川
薫
刀
自
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報

告
と
致
し
ま
す
。

五
九
六
ー
〇
八
二
七

岸
和
田
市
上
松
町
一
〇
二
五
ー
一

遺
族
ご
主
人
西
川　

広
明
殿

記　

権
宮
司　

十
亀

石
鎚
山
と
の
ご
縁
を
結
び
、
遙

拝
所
も
開
所
十
年
を
迎
え
、「
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
時
、

本
当
に
早
す
ぎ
る
お
別
れ
と
な

り
ま
し
た
。

　

三
月
一
日
、
曇
り
空
か
ら
雨

へ
と
移
り
変
わ
る
空
模
様
の
中
、

し
め
や
か
に
告
別
式
が
執
り
行

わ
れ
、
生
前
の
ご
功
績
を
称
え

石
鎚
神
社
先
達
「
元
老
大
顧
問
」

を
贈
位
。
色
と
り
ど
り
の
花
々

に
囲
ま
れ
ご
家
族
・
信
徒
の
皆

様
と
久
遠
の
お
別
れ
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。

　

西
川
薫
刀
自
命
は
、
不
動
妙

薫
会
と
し
て
石
鎚
信
仰
を
深
め
、

中
宮
成
就
社
へ
の
月
参
り
を
欠

か
さ
ず
、
平
成
十
五
年
に
石
鎚

神
社
先
達
を
拝
命
。
毎
年
昇
進

を
重
ね
る
中
、
平
成
二
十
四
年

三
月
に
石
鎚
神
社
瑞
明
遙
拝
所

を
設
立
。
お
山
開
き
大
祭
は
勿

論
の
事
、
頂
上
社
開
閉
門
祭
、

役
行
者
尊
大
祭
、
八
大
龍
王
社

大
祭
等
の
参
列
を
欠
か
さ
ず
、

　

大
阪
府
岸
和
田
市
に
鎮
座
致

し
ま
す
瑞
明
遙
拝
所
長
・
西
川

薫
元
老
大
顧
問
・
権
少
教
正
が

帰
天
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
り
が
と

う
・
ご
め
ん
な
さ
い
」
の
言
葉

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
人
間
育
成

に
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
若
人
と

　

前
号
三
、
四
月
号
の
社
報
に

掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
記
事
の

中
で
、
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

四
ペ
ー
ジ

令
和
四
年
正
月
御
神
像
拝
戴
者

御
芳
名
一
覧
内

（
住
所
の
誤
り
）

口
の
宮
本
社

一
月
一
日　

森
谷　

正
志

（
誤
）
徳
島
県
久
米
郡
美
咲
町

（
正
）
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町

（
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

勝
本

九
ペ
ー
ジ

令
和
四
年
度
星
祭
祈
願
お
世
話

人
ご
芳
名
内

（
所
属
団
体
名
の
誤
り
）

【
愛
媛
県
】

◎
八
〇
〇
体
以
上

（
誤
）
中
予
教
会
・
黒
田　

明
子

（
正
）
東
雲
講
社
・
黒
田　

明
子

（
敬
称
略
）

記　

権
禰
宜　

高
岡

令和４年　御山開き大祭　御神像奉持

本年度　奉仕予定組合

所属の組合長にお申し出ください。組合長は、本社へ名簿をお届けください。

・20代30代の先達で、本年、御神像奉持の奉仕を希望される方。
・霊峰石鎚山の［お鎖り掛け、上り下り］を行います。
・習礼、大祭当日とも、大自然での行動ですので、自己責任にてお願いします。
・締め切り、5月15日厳守｡（※参加者が20名未満の場合は中止とします）
・コロナ禍の推移で中止になる場合もありますので、ご承知置きください。

御神像奉持のあり方を知って頂きたく、後継者育成のために、今後の御神像奉持へ
ご奉仕を希望する方への [御神像奉持の習礼（予行演習）]を行います !!

服　　　装

お申し出を
頂く内容

御山衣の上下

・氏名・住所・会符番号・電話番号・生年月日
事前申込、必須。交通費は各自ご負担ください。

令和元年 習礼風景 令和元年 参加者集合写真

７月１日　大分・東予・中予
７月10日　西条周桑・備後

習礼（予行演習）参加者募集中 !!!

※本年は、口ノ宮本社で習礼を行います !!

5月22日（日）11:00 本殿集合・拝礼後、習礼を開始、終了後解散
（昼食のお弁当を準備します）
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【
日　

時
】

　

令
和
４
年
２
月
16
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
15
分

【
場　

所
】
各
会
員
の
各
事
務
所
等

【
会　

員
】
愛
媛
県
／
自
然
保
護
課

長
、
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
次
長
、

西
条
市
／
市
民
環
境
部
環
境
衛
生

課
・
副
部
長
、
愛
媛
大
学
／
社
会
共

創
学
部
・
渡
邉
准
教
授
、
愛
媛
植
物

研
究
会
／
松
井
会
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

西
条
自
然
学
校
／
山
本
理
事
長
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
石
鎚
森
の
学
校
／
曽
我
部

理
事
事
務
局
長
、
愛
媛
県
山
岳
連
盟

／
峯
本
会
長
、
面
河
渓
を
愛
す
る
会

／
白
石
会
長
、
え
ひ
め
森
の
案
内
人

会
会
長
、
石
鎚
森
林
組
合
／
代
表
理

事
組
合
長
、
総
務
課
長
、
久
万
広
域

森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長

【
日　

時
】
３
月
３
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
40
分

【
場　

所
】

　

石
鎚
神
社
本
社
境
内
・
石
鎚
神
社

会
館
／
西
条
市
西
田

【
参
加
者
】
愛
媛
県
自
然
保
護
課
、

山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

N
P
O
法
人
石
鎚
森
の
学
校
、
面
河

渓
を
愛
す
る
会
、
野
遊
び
リ
ー
グ
＠

久
万
高
原
、
㈱
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し
づ
ち
、

石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
倶
楽

部
、
え
ひ
め
森
の
案
内
人
会
、
㈱
石

鎚
光
の
会
員
ス
タ
ッ
フ
等

計
15
名

【
講　

師
】

３
月
２
日
・
曽
我
部
英
司
氏
／

N
P
O
法
人
石
鎚
森
の
学
校
理
事
事

務
局
長

３
月
３
日
・
佐
藤
崇
裕
氏
／

㈱
四
国
遍
路
・
代
表
取
締
役

【
主　

催
】
㈱
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し
づ
ち

／
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

体
制
強
化
事
務
局

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長

岩
本
昌
美
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
の
研
修
が
開
催
さ
れ
、
普
段

よ
り
石
鎚
山
系
を
ガ
イ
ド
す
る
人
を

対
象
に
、
初
日
は
曽
我
部
事
務
局
長

が
講
師
を
依
頼
さ
れ
、
知
っ
て
い
る

よ
う
で
正
確
に
は
知
ら
な
い
神
社
や

石
鎚
山
の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
成

就
社
殿
の
案
内
に
始
ま
り
、
質
疑
応

答
を
含
め
た
座
学
に
時
を
送
り
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
時
と
し
て

必
然
的
に
石
鎚
神
社
の
案
内
を
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
正
確
な
こ
と
を
知

る
た
め
に
本
業
石
鎚
神
社
の
神
職
た

る
曽
我
部
事
務
局
長
に
「
聴
い
て
み

よ
う
」
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

N
P
O
の
事
務
局
と
し
て
半
日
程
、

テ
ー
マ
を
神
社
関
係
に
絞
っ
て
お
話

で
き
た
の
は
、
森
の
学
校
設
立
以
来

初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
活
動
の

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
日
目
は
、
㈱
四
国
遍
路
代
表
取

締
役
の
佐
藤
氏
よ
り
「
四
国
に
お
け

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

可
能
性
と
受
け
入
れ
体
制
強
化
の
必

要
性
」
と
題
し
て
午
前
中
は
講
演
と

質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
同

氏
は
、
大
学
卒
業
後
東
京
で
就
職
し

た
も
の
の
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て

2
0
1
5
年
に
故
郷
香
川
県
に
U
タ

ー
ン
。
歩
き
遍
路
を
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
四
国
の
歴
史
・
文
化
（
宗
教
的

価
値
）
を
感
じ
、
自
然
や
地
域
生
活

を
体
感
。
ま
た
食
材
、
食
文
化
を
満

喫
し
、
お
も
て
な
し
（
お
接
待
）
を

知
っ
た
こ
と
で
、
四
国
に
特
化
し
た

旅
行
社
（
四
国
遍
路
）
を
2
0
1
6

年
に
設
立
。
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

「
自
然
」
「
文
化
体
験
」
の
３
要
素

の
内
、
二
つ
以
上
で
構
成
さ
れ
る
旅

行
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に

少
人
数
で
高
価
な
ツ
ア
ー
を
催
行

し
て
き
た
過
程
や
手
法
、
案
内
箇

所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を

ご
披
露
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
石
鎚
神
社
本
社
の

正
式
参
拝
と
境
内
、
社
殿
等
の
案

内
を
担
当
の
神
職
さ
ん
よ
り
頂
き
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
両
日
共
に

普
段
に
は
な
い
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

の
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

文
責　

事
務
局
長　

曽
我
部
英
司

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

環
境
省
中
国
四
国
環
境
事
務
所
四
国

事
務
所
野
生
生
物
課
長
補
佐
、
四
国

森
林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理
署
森
林

整
備
官
、
ふ
れ
あ
い
担
当

【
協
議
会
事
務
局
】

愛
媛
県
県
民
環
境
部
環
境
局
自
然
保

護
課

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長

黒
河
由
佳
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

去
る
平
成
30
年
６
月
、
設
立
大
会

を
開
催
後
、
標
記
会
員
等
が
参
加
し

て
年
に
数
回
総
会
や
分
科
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
急
遽
W
E
B
E
X
を
利
用

し
た
報
告
W
E
B
会
議
と
な
り
ま
し

た
。
当
事
務
局
か
ら
は
、
曽
我
部
事

務
局
長
が
西
条
市
の
事
務
局
よ
り
、

ま
た
黒
河
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
松
山

市
の
自
宅
よ
り
参
加
。
こ
の
２
年
程
、

「
書
面
会
議
」
や
W
E
B
会
議
と
い

う
単
語
が
一
般
的
に
な
っ
て
久
し
い

で
す
が
、
思
え
ば
石
鎚
森
の
学
校
が

関
わ
る
W
E
B
会
議
は
今
回
が
初
め

て
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
㈱
野
生
動
物
保
護
管
理

事
務
所
関
西
支
社
代
表
の
中
川
恒
祐

氏
よ
り
「
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
調
査
お

よ
び
捕
獲
事
業
の
成
果
と
総
合
的
な

対
策
検
討
」
と
題
し
た
基
調
講
演
に

始
ま
り
、
植
生
等
調
査
部
会
長
・
松

井
宏
光
氏
、
ま
た
人
材
育
成
部
会

長
・
山
本
貴
仁
氏
、
そ
し
て
曽
我
部

事
務
局
長
が
会
長
を
務
め
る
普
及
啓

発
部
会
よ
り
は
、
事
務
局
（
愛
媛
県

自
然
保
護
課
）
担
当
氏
よ
り
令
和
３

年
度
の
事
例
報
告
が
な
さ
れ
、
ま
た

森
林
の
シ
カ
の
食
害
対
策
に
先
駆
的

な
高
知
県
の
団
体
や
有
識
者
も
参
加

し
て
熱
心
な
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

石
鎚
山
系
の
高
標
高
地
で
は
、

シ
カ
被
害
の
面
的
広
が
り
が
桑
瀬

峠
を
超
え
て
東
黒
森
山
ま
で
近
づ

い
て
い
て
被
害
度
が
中
か
ら
大
へ
、

北
側
斜
面
（
新
居
浜
市
、
西
条

市
）
の
中
低
標
高
地
で
は
、
シ
カ

が
集
中
す
る
部
分
が
あ
り
被
害
度

は
大
な
が
ら
面
的
な
広
が
り
は
無

い
と
の
こ
と
。
特
に
東
明
石
山
で

は
被
害
が
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、

固
有
種
を
含
む
希
少
種
の
保
全
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
豊
か
な
自
然
が
息
吹
く
石

鎚
山
系
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
今

何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
！

【
日　

時
】
３
月
２
日
（
水
）

　

午
前
10
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
登
山

　
　

〜
15
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下
山

【
場　

所
】

　

白
石
旅
館
民
芸
茶
屋
／
石
鎚
神

社
成
就
社
境
内

☆
愛
媛
県
石
鎚
山
系
生
物
多
様

性
保
全
推
進
協
議
会

　

令
和
３
年
度
報
告
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

☆
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
体
制
強
化
人
材
育
成
研
修
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【
日　

時
】

　

令
和
４
年
２
月
16
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
15
分

【
場　

所
】
各
会
員
の
各
事
務
所
等

【
会　

員
】
愛
媛
県
／
自
然
保
護
課

長
、
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
次
長
、

西
条
市
／
市
民
環
境
部
環
境
衛
生

課
・
副
部
長
、
愛
媛
大
学
／
社
会
共

創
学
部
・
渡
邉
准
教
授
、
愛
媛
植
物

研
究
会
／
松
井
会
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

西
条
自
然
学
校
／
山
本
理
事
長
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
石
鎚
森
の
学
校
／
曽
我
部

理
事
事
務
局
長
、
愛
媛
県
山
岳
連
盟

／
峯
本
会
長
、
面
河
渓
を
愛
す
る
会

／
白
石
会
長
、
え
ひ
め
森
の
案
内
人

会
会
長
、
石
鎚
森
林
組
合
／
代
表
理

事
組
合
長
、
総
務
課
長
、
久
万
広
域

森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長

【
日　

時
】
３
月
３
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
40
分

【
場　

所
】

　

石
鎚
神
社
本
社
境
内
・
石
鎚
神
社

会
館
／
西
条
市
西
田

【
参
加
者
】
愛
媛
県
自
然
保
護
課
、

山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

N
P
O
法
人
石
鎚
森
の
学
校
、
面
河

渓
を
愛
す
る
会
、
野
遊
び
リ
ー
グ
＠

久
万
高
原
、
㈱
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し
づ
ち
、

石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
倶
楽

部
、
え
ひ
め
森
の
案
内
人
会
、
㈱
石

鎚
光
の
会
員
ス
タ
ッ
フ
等

計
15
名

【
講　

師
】

３
月
２
日
・
曽
我
部
英
司
氏
／

N
P
O
法
人
石
鎚
森
の
学
校
理
事
事

務
局
長

３
月
３
日
・
佐
藤
崇
裕
氏
／

㈱
四
国
遍
路
・
代
表
取
締
役

【
主　

催
】
㈱
ソ
ラ
ヤ
マ
い
し
づ
ち

／
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

体
制
強
化
事
務
局

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長

岩
本
昌
美
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

標
記
の
研
修
が
開
催
さ
れ
、
普
段

よ
り
石
鎚
山
系
を
ガ
イ
ド
す
る
人
を

対
象
に
、
初
日
は
曽
我
部
事
務
局
長

が
講
師
を
依
頼
さ
れ
、
知
っ
て
い
る

よ
う
で
正
確
に
は
知
ら
な
い
神
社
や

石
鎚
山
の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
成

就
社
殿
の
案
内
に
始
ま
り
、
質
疑
応

答
を
含
め
た
座
学
に
時
を
送
り
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
時
と
し
て

必
然
的
に
石
鎚
神
社
の
案
内
を
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
正
確
な
こ
と
を
知

る
た
め
に
本
業
石
鎚
神
社
の
神
職
た

る
曽
我
部
事
務
局
長
に
「
聴
い
て
み

よ
う
」
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

N
P
O
の
事
務
局
と
し
て
半
日
程
、

テ
ー
マ
を
神
社
関
係
に
絞
っ
て
お
話

で
き
た
の
は
、
森
の
学
校
設
立
以
来

初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
活
動
の

お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
日
目
は
、
㈱
四
国
遍
路
代
表
取

締
役
の
佐
藤
氏
よ
り
「
四
国
に
お
け

る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

可
能
性
と
受
け
入
れ
体
制
強
化
の
必

要
性
」
と
題
し
て
午
前
中
は
講
演
と

質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
同

氏
は
、
大
学
卒
業
後
東
京
で
就
職
し

た
も
の
の
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て

2
0
1
5
年
に
故
郷
香
川
県
に
U
タ

ー
ン
。
歩
き
遍
路
を
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
四
国
の
歴
史
・
文
化
（
宗
教
的

価
値
）
を
感
じ
、
自
然
や
地
域
生
活

を
体
感
。
ま
た
食
材
、
食
文
化
を
満

喫
し
、
お
も
て
な
し
（
お
接
待
）
を

知
っ
た
こ
と
で
、
四
国
に
特
化
し
た

旅
行
社
（
四
国
遍
路
）
を
2
0
1
6

年
に
設
立
。
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

「
自
然
」
「
文
化
体
験
」
の
３
要
素

の
内
、
二
つ
以
上
で
構
成
さ
れ
る
旅

行
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
に

少
人
数
で
高
価
な
ツ
ア
ー
を
催
行

し
て
き
た
過
程
や
手
法
、
案
内
箇

所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を

ご
披
露
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
石
鎚
神
社
本
社
の

正
式
参
拝
と
境
内
、
社
殿
等
の
案

内
を
担
当
の
神
職
さ
ん
よ
り
頂
き
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
両
日
共
に

普
段
に
は
な
い
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

の
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

文
責　

事
務
局
長　

曽
我
部
英
司

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

環
境
省
中
国
四
国
環
境
事
務
所
四
国

事
務
所
野
生
生
物
課
長
補
佐
、
四
国

森
林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理
署
森
林

整
備
官
、
ふ
れ
あ
い
担
当

【
協
議
会
事
務
局
】

愛
媛
県
県
民
環
境
部
環
境
局
自
然
保

護
課

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長

黒
河
由
佳
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

去
る
平
成
30
年
６
月
、
設
立
大
会

を
開
催
後
、
標
記
会
員
等
が
参
加
し

て
年
に
数
回
総
会
や
分
科
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
急
遽
W
E
B
E
X
を
利
用

し
た
報
告
W
E
B
会
議
と
な
り
ま
し

た
。
当
事
務
局
か
ら
は
、
曽
我
部
事

務
局
長
が
西
条
市
の
事
務
局
よ
り
、

ま
た
黒
河
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
松
山

市
の
自
宅
よ
り
参
加
。
こ
の
２
年
程
、

「
書
面
会
議
」
や
W
E
B
会
議
と
い

う
単
語
が
一
般
的
に
な
っ
て
久
し
い

で
す
が
、
思
え
ば
石
鎚
森
の
学
校
が

関
わ
る
W
E
B
会
議
は
今
回
が
初
め

て
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
㈱
野
生
動
物
保
護
管
理

事
務
所
関
西
支
社
代
表
の
中
川
恒
祐

氏
よ
り
「
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
調
査
お

よ
び
捕
獲
事
業
の
成
果
と
総
合
的
な

対
策
検
討
」
と
題
し
た
基
調
講
演
に

始
ま
り
、
植
生
等
調
査
部
会
長
・
松

井
宏
光
氏
、
ま
た
人
材
育
成
部
会

長
・
山
本
貴
仁
氏
、
そ
し
て
曽
我
部

事
務
局
長
が
会
長
を
務
め
る
普
及
啓

発
部
会
よ
り
は
、
事
務
局
（
愛
媛
県

自
然
保
護
課
）
担
当
氏
よ
り
令
和
３

年
度
の
事
例
報
告
が
な
さ
れ
、
ま
た

森
林
の
シ
カ
の
食
害
対
策
に
先
駆
的

な
高
知
県
の
団
体
や
有
識
者
も
参
加

し
て
熱
心
な
意
見
交
換
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

石
鎚
山
系
の
高
標
高
地
で
は
、

シ
カ
被
害
の
面
的
広
が
り
が
桑
瀬

峠
を
超
え
て
東
黒
森
山
ま
で
近
づ

い
て
い
て
被
害
度
が
中
か
ら
大
へ
、

北
側
斜
面
（
新
居
浜
市
、
西
条

市
）
の
中
低
標
高
地
で
は
、
シ
カ

が
集
中
す
る
部
分
が
あ
り
被
害
度

は
大
な
が
ら
面
的
な
広
が
り
は
無

い
と
の
こ
と
。
特
に
東
明
石
山
で

は
被
害
が
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、

固
有
種
を
含
む
希
少
種
の
保
全
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
豊
か
な
自
然
が
息
吹
く
石

鎚
山
系
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
今

何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
！

【
日　

時
】
３
月
２
日
（
水
）

　

午
前
10
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
登
山

　
　

〜
15
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下
山

【
場　

所
】

　

白
石
旅
館
民
芸
茶
屋
／
石
鎚
神

社
成
就
社
境
内

☆
愛
媛
県
石
鎚
山
系
生
物
多
様

性
保
全
推
進
協
議
会

　

令
和
３
年
度
報
告
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

☆
石
鎚
山
系
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
体
制
強
化
人
材
育
成
研
修
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▲

石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三―

八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇
｜
〇
｜
一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】  

武

智　

正

人

【
編　

集
】
曽　

我　

部　

洋　

輔

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索⬅で

令
和
四
年  

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭

　
　

幟
旗
奉
納
者
募
集
（
二
十
五
本
限
定
）

令
和
四
年  

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭

　
　

幟
旗
奉
納
者
募
集
（
二
十
五
本
限
定
）

令
和
四
年  

霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭

　
　

幟
旗
奉
納
者
募
集
（
二
十
五
本
限
定
）

※
奉
納
場
所
は
先
着
順
に
て　
　

　

お
受
け
い
た
し
ま
す
が
、

　

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
は

　

ご
了
承
下
さ
い
。　

※
荒
天
時
は
幟
を
格
納
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、　

　

振
込
用
紙
を
送
付
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

　

二
ノ
鎖
小
屋
は
閉
鎖
の
為
、

　

二
ノ
鎖
小
屋
周
辺
へ
の
奉
納
は

　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
ご
不
明
な
点
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

℡
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

　
　
　
（
担
当　

権
禰
宜　

大
岡
）

【
奉
納
場
所
】

○
頂
上
社
周
辺　
　
　

十
本

○
本
社
本
殿
周
辺　

十
五
本

【
奉
納
料
】

○
金
、
五
千
円
也
（
一
本
）
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